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Abstraet  

Wecarri¢douもaseもOrrinaneialanalysesfor23yearofactiviもiesin one ag・ricultural  

machまnery eontraet（AMC）e00perateどirm．From these analysesⅥ鳩found汰e  

followlngpraCticals七色ndardaslO％inも0もaleapitalproriもratio，1．5％inturnoverratio  

oどもOtalliabilitiesandll如WOr軌，5％innetproriもSales ratio，60％in addvaluesales  

raもio，80％inlaboraddvalueratio，1．4～1．8inproductivityorfixedcapital．The  

renewalperiodofmachinesandfaeilities，andmanagerialrluctuaもionmaydet¢riorate  

therinaneialsafety．AprilandMaymay tendもObeperiodsorshortageorworking・  

Capiぬ1duetoagrlCulturalseasonality．   

Thisrirmhasdevelopedov紆along time by g・et血g over some di汀icultie8．We  

poiIlしCd out threcreasons todo Lhis．Firstl〉7．eOmPleteIleSS Ofbussiness cnLity“，ill  

stren郎henitssociabilitybyadjustmentoremploymentcondition．Secondly，theratio  

ofownedcapitalto totalcapiもalhasincreasedto70％rrom20％byincreaslngCapiは1  

stock and accumula鳥ng retained earnlngS．Thirdly，this rirm could recruit new  

employeesinsとeadofmanyretiredsta汀membersrrom血ebeginning．  

としてとらえている．戯兼法人だけで日本戯薬が救える  

わけではないが，今後の感光の担い手（経常主体）とし  

て，ひとつの有力な方法であることば変わりない，法人  

化についてほ，現在主に親諭されている典団細腰（組織  

的経営体）の法人化のみでなく，家族饉営（多数の個別  

経営体）の法人化も今後課題に上ってくるものと思われ  

るl〉．   

農薬法人化についての論談はここ数年広く行われるよ  

うになり，また厳寒法人に関する懇物もかなり発刊され   

1．研究課題と方法  

日本戯米が米債有の危機的状況にある中で，新政策  

（「新しい食料・虚業・戯村政策の方向」平成4年6月）  

では新しい担い手として個別経営体とともに組織的経営  

体をあげ，しかもそれらの戯楽法人化を1つの大きな柱  
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るようになった2）．大原はかって法人化した受託組織を  

取り上げその組織・財務会計分析を行ったことがある  

が3〉，当時はそうした組織経営体は例外的であり測磯に  

あまり問題にされることもなかった．しかし，現在では  

企業的経儲体に関する包括的な研究の蓄積がより】山層求  

められる状況にある．「威光法人問題」を狭く解釈する  

と，検綱領域は大きく2点に分けられる．箪∴は，血旦  

設立された法人経営がどのように運営され，金光的な経  

営内容を充実していくかに関するものであり，第二は，  

任意組合などから法人を役立する場合の方法や考えの切  

り替えの方法などに関するものである．全く何もないと  

ころから新たに法人をつくる場合もあり得ようが，通常  

何らかの経常資源を保有している組織から法人化をする  

場合が多いと患われる．この節二の場合は，会計的にも  

組織的にもまた対地域という視点からも，法人化によっ  

て考えを切り替える必華があり，その再編のあり方が将  

来方向を決めることにもなりうる一1）．そこには伝統的な  

戯村の慣行圧力と偶の蓋視に基づいた近代的な機能組織  

のせめぎ合いがあり，さまざまな問題が胚胎している．  

今後，農村社会学的・心理学的アプローチも含めて姦姿  

な研究領域になると思われるS〉．   

しかし，当面より螢黎となるのは第山の領域である．  

戯楽基本法が制定されたあと政策的に進められた協東経  

常についても股立後十年以上経営体として命脈を保った  

組織はごくわずかであった．今回の新政儲ではそうした  

轍を踏まないためにも，戯米法人経常が新しい時代の担  

い手となり得るように戯業法人の経営に関する包括的な  

研究の蓄積が求められるところである．この点に関して  

殺近経常管理学的な研究は進んできているが，その中で  

手薄な研究領域は①財務会計分析にかかわる部分と②戯  

村社会と法人経営にかかわる言わば経常社会学的領域の  

研究であろうと思われる．前者については新政策の発表  

以来，戯基白懲にも農米経営体の財務分析が取り入れら  

れたり，血般企業的分析がそのまま使われたりしている  

れ 戯米や経営体の特質を踏まえた分析が求められると  

ころである．さらに財務問題を切り離して扱うのではな  

く，社員のリクルートに絡む退職金問題などの組織変動  

とのかかわりも意識して取り扱う必要があろう．いずれ  

は経常管理分析も可能な農基法人統計が整備されるもの  

と思われるが，とりあえずはその馬体的特性に配慮しな  

がらも各個に通底する山般性を導き得るような質の高い  

個別事例分析の蕃機が求められる段聯である．   

そこで，ここではすでに1972（昭和47）年に三蔑県  

三濱郡菰野t町で土地利月ヨ型の受託組繊として役立され，  

すでに25年の経験をもつ有限会社AMC（登記名は有  

限会社エイエムシイ）の23年間の会計資料（十郎錮年  

間）をもとにその財務会計分析を行い，稲作受託組織経  

営体の財務分析にかかわる基礎的知見を提出するものと  

する．ひとたび設立された会社がゴーイングコンサーン  

として継続していくには，農政の変動にも美好響される事  

業頗の変化 機械の更新への対応，働き手の出入りなど  

さまざまな出来執こ対して財務的かっ組織的（人的）に  

的確な対処をしてこなければならない．とくに財務的問  

題としては企業組織としての自己資本の増強ができてい  

るかどうかが問題である．   

この事例調査研究は，1972年から，1994（平成6）年  

までの当該経常の決算智規（貸借対照表，損益紳欝懇，  

剰余金処分案など）や固定費慮台帳，振替伝来，税務申  

告番類等を参考にし，関係者に‡調轟取り調姦を加えて行っ  

た¢）．整理した会計数字は何ら特別な加工を施していな  

い．この間のインフレ琴を考慮した分析も考えられるが，  

ここではさまざまな制約もあり歴史的原価を尊麓したも  

のにとどめた．  

2．予備的考察一農業法人化の類型と特徴一  

法人とは自然人に対する言輩であり，法的に社会的権  

利義務の主体となるものを表す．農業は始まって以来，  

村落共同体の枠射みに支えられながらも家族経常を中心  

に営まれてきた．しかし，経済社会が高度産米社会化し，  

家族経営を営んでいた戯家も兼米戯家化し，家族愚衆経  

常の存続が危ぶまれるl二‡コで，戯米経営の近代化の方策の  

山つとして戯光波人間題が浮上してきたといえよう．以  

下，2．及び3．の記述ほ再三2）の著作を参都こした．  

2．1．農箕法人化の経営類型   

農基法人ほそ釘構成主体の多寡によって次の3つに分  

けられよう．   

①個別経常の法人化（一戸…法人）   

②グループの法人化（協基経営法人）   

⑧地域的・地縁的法人化（集落塾法人）   

この申であらたな若い愚衆経営者の確保や企楽的な経   
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常の観点から特に注‡ヨされるのはグループの法人化であ  

る．  

2．2．法人化の制度類型（企業形態類型）   

また，威光法人を制度面から分類すると次のようにな  

る．  

①盛事組合法人（戯協法）  

②会社法人  

②■＜■■・＜1株式会社（商法）  

②血2合名会社（商法）  

②…3合資会社（商法）  

②…－4有限会社（有限会社法）   

以上は根拠法の違いによる分類であるが，爽燃上は戯  

革紐合法人と有限会社法人のどちらか私選択する場合が  

多い．このはか問題となっているのが株式会社である▲  

施設型番塵などではすでに株式会社の農薬経常がみられ  

るが，鹿地法上の戯地の取得はまだ認められていない．  

2．3．農業生産法人   

戯薬は基本的に土地の利用にかかわる座薬であるから  

戯地がもてるかどうかが問題であり，その要件は慮地紋  

に産められている．農地がもてる法人を「飽衆生魔法人」  

と呼び，その要件は戯地法の改正で少しづつ変化してき  

たが以下のようである．  

◇遊楽生應法人の要件  

①法人形態腰件  

・法人の種類が戯翠組合法人 合名会社・合資会社，有  

限会社であること  

②軍楽要件  

「盛業とその法人が行う威光に関連する鹿畜産物を原料  

又は材料として使用する製造又ほ加工等並びにそれらの  

附帯軍楽」  

③構成員要件  

・戯地の樅利を提供した個人  

・その法人の軍楽に常時従事する者（原則的に年間150   

日以上）  

・虚業生産法人出資育成事業に係る現物出資をした飽地   

保有合理化法人  

・戯米協同組合・戯菜協同組合連合会  

・産直相手の消費者や戯作灘の委託者などの一定の範囲   

内で故人の行う事業虜利用する個人及び新技術の提供  

を行う企業など  

④経営受任者要件（業務執行要件）  

「法人の常時従事者たる桃成員（その法人の当‡米に必祭  

な戯作楽に主として従事することと認められる者に限る）  

が役員の数の過半を占めること」   

これらの戯発生魔法人の要件の申で軍楽碓保，所得確  

保の点からしばしば問題になっているのが挙韮要職であ  

る．虚業及びその付将軍凝に限られることによって，例  

えば戯巨棚卸こ構成凰の所得確保のために道路作業や北国  

での雪下ろしなどはできないことになっている．嘉に戯  

粟法人を育成する観点からはこの点の緩和が求められる．  

例えば，収入の二分の山までは戯米以外の所得も認める  

ように緩和すべきであろう．  

3．農業経営の法人化のメリット   

3tl．経営上のメリット  

①対外的信用力  

・法人化により法律による権利・義務の関係が明確にな   

り，対外取引におけるイ雷用力が高まる．  

②家計と経常の分離  

・法人化により家計と経常の分離が行われ，経理・経常   

内容が明確になる．  

・近代的経常感覚の饗威，計画化が可飽  

（診人材確保  

・新規参入など人材確保が容易になり経営体として推挽   

性が増す  

・研修機会の増加→自己の能力の開発が可能．  

④合理的運営  

・生産組織等が法人化することで構成員のlヨ覚が高まり   

合理的運営ができる  

⑤就兼条件の安定化  

・社会保険（後述），就楽焼則，労働時間の明確化，有   

給休暇，退職給与引当金・退職給与磯波金  

⑥臼己資本の増大  

・利益の内部留保による自己資本の増大が図れる  

ここで非法人経常と比べた法人経常の利点を考えてみ  

ると，法人金光とは，企楽が概轍の所有数 債務の負担  

者になることについて法的人格を与えられた企紫であり，  

法人化によって法人賢慮と家産（個人資産）が明確に分   
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③清算所得の法人税率24．8％（普選法人33％）  

④軍楽税の法人税率の軽減  

法人所得350方円以上 8％（普通法人9％）  

法人所得700方円以上 8％（普通法人12％）（彪  

調組合魔人で鹿共生魔法人の資格があれば軍楽税はすべ  

て非裸税）  

3．3．2，盛事組合法人一般の特例  

①加入金の益金不算入  

②登録免許税の免除（役立，解散，定款変更時）  

③出資制の愚挙雛愈魔人が発行する出資証券の印紙税は  

非課税  

④不動産取得税の特例  

3．3．3．盛業生産法人の特例  

①戯米生産故人への飽地の現物出資に対する譲渡所得税  

の「800万円特別捜除制度」の適用  

②虚業生産法人への割増償却制度の適用  

（診肉用牛の売却による所得の課税特例  

④現物出資による土地取得に対する不動産取得税の特例  

⑤特定戯米法人に対する戯用地利用集積準備金制度の創  

設  

・戯米収入の10％以下の準備金の損金罪人→5年後益金   

罪人  

・利益聯僻金取り崩しの戯地や機械の取得には圧縮記帳   

を認める  

離されるから，有限受任の出資者であれば，経営上負債  

を抱えたり，戯悪の場合破産したとしても出資金限度の  

有限資任を負えばよく，負債返済を家産にまで及ぼさな  

い．   

個人経常では企業が企業ヨ三から離れて，職務を所有し，  

債務を負担することはできないため，経営上の資任につ  

いてはいわゆる無限栗償である．   

有限会社AMCの挙例分析によると①～⑥まですべ  

て当てはまっている〔大原5参照〕が，とりわけ惑資な  

ことは⑤の就業条件の安定化である．これが③の新規参  

入者（担い手）の確保につながっている．さらにそうし  

た経常の安定化に資しているのは，利益の内部留保によ  

る自己資本の増大である．当経常では利益が出ると，先  

ず平均的な出資配当を行い，剰余は積立金等の形で経営  

内部に蓄概している．これが退職者が出たり，機械を更  

新したりして財務が厳しくなるときにうまく働いている．  

3．2．制度上のメリット  

①制度資金の融資枠の拡大  

・総合施設資金（個人1，600万円～1億円ヰ法人5，鋸0   

万円～3億円）  

・戯地取得資金（個人1，200万円～5，000万円→法人   

4，800万円～1億5，000万円）  

・農林漁業構逓改凝事米資金（個人1，300万円≪時蘭   

2，600万円≫→法人5，200万円≪特認2健1千万円舞）  

②法人税の適用と戯軍組合法人・戯養生度法人に対する  

税制上の特例  

・累進課税ヰ定率課税，軍楽主報酬の損金化 赤字の繰   

越  

（個人事業における「みなし法人課税選択制度」（調薬  

主報酬）は平成5年に廃止された）  

③健康保険・労災保険・失業保険・年金など社会保険制  

度への加入  

・保険料の軍楽主単相負担  

3．3．税制上の特例  

3．3．1．農事組合法人の「協同組合等」の税制特例  

①法人税率を27％に軽減（普通法人は法人所得別0万  

円以下の場合28％，法人所得800万円を適える場合に  

は37．5％）  

②従事分駿配当及び利用分魔配当が損金罪人  

4．農業法人AMCの展開過程   

4．1．組織概要と展開過程   

有限会社エイエムシイ（AMC＝ニAgricultural  

MachineryContract）は，①桝起，代かき，田植え，  

爾乱 収穫，乾燥調整（カントリー），転作作米，大嵐  

変，播種，収穫，その他虚業に関する調薬など戯作楽の  

代行，約魚及び受託，②過渡物の生鼠 加工及び販売，  

③前各号に付帯する山切の軍米を目的として1972年1  

月設立された7）．その後さまざまな変動を経ながらも24  

年間戯薬経営体としての命脈を保ってきている．この間  

会社の労働力（社艮及び雇用労働）は大きな出入りが生  

じるとともに若返りが図られた（表1）．また資本金も  

235万円から700万円になっている．当初の非常勤社員   
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袈1社員の持株と磁用者の推移  
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を含む11名の祉餞の内税在残っているのはわずか2名  

であるが，新しく4名が加わって組織の経営者・労働者  

はばぼ碓保されている．法人の役立後25年にもなると  

特別の啓惜がなくても設立時の中堅的社員も退職を迎え  

ることになり，輯絶構成奥のリクルートをいかに図って  

いくか，また組織体制をいかに強僻していくかが課題と  

なる．これはE，A．G．ヱミobi王1SO‡iの経営腎矧真分にし  

たがえば戦略御題あるいは長湖変動への対応に位置づけ  

られるS）．股立当時は稲作生産でのこういった事例がほ  

とんどなく，当社の歩みはさまざまな閣題の試行錯誤の  

過程でもあった．   

この間の法人経常の展開は，】h977年頃までの基盤充  

実期，柑78年から87年までの安定胤 88年以降の組織  

再編期の大きく3朔に区切ることができる．役立までの  

経緯とともに，以下表2の主な出来事を参照にして各期  

の特徴をみていこう．  

4．2．設立までの経線   

大原〔6〕では．オペレーター確保の視点からAMC  

の設立挙惜を述べているが．実‡牢にはもう少し複雑な事  

情であった．㌦番の閑適は構造改港事業の仙環としてカ  

ントリーエレベーター （以下C三雲と略す）を導入しよう  

としたが，仙川＝・部幾落の反対などがあり難航した．しかし，  

兼兼化が急速に避む中で地域農薬を維持していくには機  

械化・施設化の進展とそれを担うオペレ一夕ーの嚢成が  

不可欠であるとの当時の地域の指導ノ習の考えにより，戯  

協は名前を貸すだけとして，有志の農戌20名が遊軍組  

合法人を作って菰野CEを建設することになった．当時  

の鵜川原虚協伊藤組合長の理解があり，反対の理事七ち  

を祝祷して何とか縫紋にこぎつけたという．CEの赤字  

が間題とされていたことから菰野C壬≡の運営はオペレー  

ダー組繊にまかせるとともに，CRの利用率をあげるた  

めにも稲の品種「秋晴ふ「幡々」の外に注文の少ない  

「大空」を督繭センターを作って供給しつつ作期の分散  

をl濁ることが企画され，この運営もまたオペレーター組  

織に任されることとなった．   

組織設立後73年には早くも退職給与引当金を計上し，  

73年2月にはi剰ヨ市労働基準局へ労働災寄保険の加入  

中し込みをしているが，最初は閤日揮では判断がで重な  

かったという．それだけ取り組みが先んじていたという  

ことである．したがって戯協のみならず，1町にも潜及所  

にも反対はあったが，たまたまというかある糀の巡り合  

わせというのか，要所にいた理解者の迎携によってオペ  

レーク一組織AMCの成立が可能であった．事務方の  

l増訂市普及漸の小川さん，菰野町役場虚業係践の大桶さ  

んを始め，勝川菰野町戌，伊磯鵜川原戯協組合長などが  

そうした理解者であったや）．  

4．3．基盤充実期（1972～77年）  

1972年の会社設立以来，会社としての雇用条件を整  

えていった．まず，73年にすでに労災保険の加入，失  

策保険の加入を行い，退職給与引当金も計上した．76  

年には国民健康保険と国民年金に加入した．会社そのも  

のが構造改選挙莱の一環として波立されているので構造  

改薯の進行とともに作業受託蜃は増加し，経常状態も良  

好に推移した．しかし脚易整備後の水田状態が安産して  

くると機械を貰ってi窒l分で作業する者も増え，作治受託  

敬白体ほ漸減傾向を示すようになる．   

股立以来，会社は当初からの纏め役の社長を含む6人  

の常勤祉屈（内1人は設立当時20蔵だったこともあり，  

持ち株はなかった）と戯繁湖のみ出勤する3人の非常勤  

社鼠が，出勤負担と労劾報酬をめぐってしばしば対立し  

ていた．その乱 撃韮嶺の低下傾向もあり，77年の4  

月に非常勤祉鼠3名が退社して，組織的には陽動労働者  

（社員及び雇用）と臨時磁用のすっ重りしたものになっ  

た．   

経理関係は当初普及恩や大学の支援で行われていたが，  

1974年5月に採用された軍務巌が格紀を覚え，外部機  

関と相淡しながらも経理関係を…切まかされるようになっ  

た．  

4．4．安定期（柑78～87年）  

1977（昭和52）年12月，経め役として土地改良区の  

理事長であり，同時にAMCの絶品職をつとめていたH  

氏が事故の後遺症からなくなり，常動的社員のT氏が社  

長を務めることになった．昭和40年代から作業受託を  

一緒に行ってきた仲間の中で社長職港務めることになっ  

たのでやりにくきもあったようであるが，ほぼ安定した  

軍楽鼠の確保によって経営を維持してさた．この時期は  

ちょうど水闇利用再編対策の実施時期にあたり，当社も  

ハウスイチゴやブロッコリーなど野菜栽培も試みている  

が，基本的にはビール変や大豆が転作作物の主力であっ   
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袈2 有限会社ÅMCの展開過程  

項  目  

当時の鵜川原戯協組合長が反対の人々を理事会で説得。  

有限会社の設立。  
会社設立登記、資本金235方Fq。  

督菌センター388．8汀ぎを殺鼠。  

退職給与引当金勘定の設定。  
四日市労働基準周へ労働災智保険の加入申込、職塞安定所へ矢来保険の加入中猶。  

事務鼠1名を雇用。  

H社長は交通事故にあって蓋傷を負う。  

督繭センター165．2ぷを増設。  

使用人兼務役員は身分上役鼠とみなされ退職給与引当金が設定できないことが判明。  

SR氏常雇いとして加わる。  

社員会簸で増資を葬る。（8月に100万円、隼未に165万円の増資一合計500万円の予定）  

全機械作業受託は工区別に担当作業制とする。  
国民健康保険と国民隼愈に加入。  
田植機保有個数鰯磯の22台となる。  

質楷農機炭はなくなり、全都眉前の機械装備となる。転作ビール変5ha栽培。  

非常勤社員3名の退社。  

SR氏（7月）、KW氏（8月）月給制となる。  
水口利用再編対策による麦作作発受託を始める。  
H社長死亡。  

′r民社長になる。将生年金に加入（3月6日）。  

ハウスイチゴを試みる（1年のみ・労働競合）。  

資本金500万円で社員の持株変更登記。  

受委紀に関する意向調査（菰野明）。  

水闇利用再編対策による大豆作楽受託を始めた（ブロックローテーション）。  

変軍用のクレイソンコンバイン（〔1〕古）を導入。  

社員KT氏退社。  
大豆経営改薯共助会で知事賞・農政局品濃を受賞。大豆5ha栽培。  

日本農薬斑三悪県代表に選出。  
純利益血千万閂を越える。  
転作作物としてハトムギを試験栽培する。  
構造改選調薬の完了。全体的に輩磯腰が減少。  

200万閏の増資（合計700万円）。  
M王く氏退職。純利益ははじめて大幅赤字になる。  

会計の決算期を2月末として会計期聞を変更（88年皮は14カ月）。  

督萬ハウス1200汀fを購入。事務所引っ越し。  

IH民社炭になる。この時より役鼠は…人とする。  

戯薬生産法人の資格を得る。  

黎級鼠Mさん退職。  
／ト変収穫が披宵に遭う。純利益は赤軍になる。  

事務員YEさん入社。  

感光高校を出たKH氏入社。  

TM氏退職。  

事務員YTさん社員となる。  

IT氏戯協を退職し当社専務として専従。役員二人。  

もち販売を始める。  

1971．3．29   

72．1．1   

72．1．14   

72   

73   

73．2．1   

7∫l．5   

7・1．5   

74  

・
4
 
5
 
5
 
6
 
6
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
q
U
 
 

7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
 

1
 
2
 
 

1
ェ
 
5
 
 
 
 
4
 
7
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1
 
 

78．2  

78．7  

79  

80．12  

81  

82  

83  

87．3  

88  

88．3．1  

89  

91．6．30  

91  

92．4  

93．4  

94．3．26  

94，4．1  

94．4．1  

95  

注）‡調さ放りその他の資料による。  
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嚢3 稲・変作業受託魔の動向  

項目／年次 1972  73  74  75  76  77  78  79  80  81  82  83  
耕起，代かき1弘2188 176．8174  89  63．5 52．9 88．3107．4 60．9 60．2 49．4  

曹萬針  73．5156．1262．9 283．3 260．6 214，9171．6144．4121．4139．9 95．96105．7   

硬化商  48．3 73，9 84．2 77．2 55．9 6乱7 59．2 64．5 71．7 91．8 81．2 95．2   

緑化笛  25．2 82．217S、7 206．1204．7146．21㍑．4 79．9 49．7 48．1 46  42．3  

田植  30．7 54  66，9 73．3 62，8 42．6 42．6 42．5 45．7 41．9  

！卦隠戦債貸  28．2 57．4 67．5 35．6 23．5 16．4 15  9．2  4．6  6．3  

収穫  74．9109．ま105．2105．8 93  鮎．1 弧7 67．1 73．3 60．2 52，4 60．2  

（全面受託）  0  34．4 39．8 43  41．4 39．8 38．9 41．3 40．9 29．7 31．6 31．8  

経常受託  
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項目／年次  84  85  86  87  88  89  90  91  92  93  94  
酢払 代かき 51．4 54．4 52  31．9 21．2 24．5 48．6 26  25．6 24．9 27．8  

暫苗紳  119．9118．3110．3104．5 77．9 81．4 89．5 81．1 91．6 93．6124．5   

硬化萬  102．7107．1100．2 96．8 75．2 85  89．6 91．9103 102．6128．1   

緑化宙  49．3 41．6 38．1 35，1 21 17．8 15．3  8．4  9．9 10．9 13．6  

田櫨  

田植機賃貸  

収穫  51．5 59．4  

（全面受託） 32．1 30．4  

36．4 34．4 24．8 28．2 20．6 24．6 26．7 25．9 24．9  
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経常受託  

変刈叡  21．5  

変耕起  

ま播種  16．3 15．8 15  15．3  9．2  6．7 10．9  2．8  3．7 1，4  0．5  

注1）AMC総会資料を中心として，「桝起・代かき・育苗・狂1穂・一刀植織成貸・全面明細綴」及びぎ‾コンバ  

イン収穫明細綴」によって補正した。   

2）当経営で「全面受託」とよばれている全機械作兼愛託の蘭概は桝起・代かき・硬化酋，阻隠 収穫面積   

にそれぞれ加えた。但し，経営受託の面積は個々の作業面機に加えていない。   

3）育苗は16箱を0．1haとして特赦をhaに換算した。   
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となった，また88年の4月に採用されたYT氏がKM  

氏の残りの50万円を持株とした．その後も前杜艮の  

TM氏が1992年度末で退社し，数年閲体調を崩してい  

たHK氏も1994年度末で退社した．これに変わって役  

立以来の非常勤社眉であり，三惑四日市戯協の宮腰課長  

をしていたⅠで氏が1993年皮来で戯協を退職し，1994  

年4月から尊務としで常勤社蘭となった．さらに若い‡些‡  

【ヨ郎農芸高校を出たKH氏が93年4月から社風となっ  

ている．事務蘭についても，74年より勤めていたMH  

女史が1991年6月末に退社し，山時鵜川原改良区の人  

が兼務していたが，1992年6月からYE女史が受け持  

つことになった．彼女は経理の経験もあり，また忙しい  

ときには現業を手伝うなど積極的である一 こうして  

1994年になって根繊メンバーは大審く若返り，95年か  

らもち加工を始めるなど新政策下の状況に対応しようと  

している．   

当初235万円だった鷺本金は75年に増資して500万  

円となり，87咋には700万円になった．それ以上に利  

益の内部留保による自己資本の増強が鋸潜であり，92  

（ミI三成4）年にはこれまで政商の3，885万円，94年にお  

いても3，261万円の自己資本を形成するに至っている．   

た．また82年には田植機で植えることができるとして  

ハトムギの試験栽培も行っている．菰野咽では振作の集  

i封化率は75～80％と高くブロックローテーションをとっ  

ているところが多かった．したがって転作他の受託もま  

たAMCの仕事であった．これらの基本的には機械作  

業が可能な戯作楽がÅMCのセールスポイントでもあっ  

たので，79年には変刈用のクレイソンコンバイン（中  

古）も購入している．80年に当初からの常勤社員が家  

の事憫で止めた外は人的な移動もほとんどなく安定的に  

推移した．81年には山一千万円を越える異字を出してい  

るが，これは千種地区の戯営圃場磯瀾瑚磯（1978～84  

年実施）に伴うトラクタ一作業の一括受託などがあった  

ためである糊．  

4．5．組織再編期（1988年以降）   

その後1988（昭和63）年に当初からの社鼠でありヨ三  

カメンバーであったKM氏が田y会議厳に出るため退社  

した▲ これを機に人事を若遜らせ，当時38歳の‡H氏  

が社長を引き継いだ．IH社長と同様愛戯学僧憧1974  

年に出てÅMCの雇用労働者となり，1987年3月の  

200万円の増資で50万を取得して社員となっていたSR  

氏がKM氏の持株110方円の内60万円加えて110万円  

（地位：h鼓）  
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88年にほ17．2％のマイナスを示した．暫薔ハウス1200  

ポの建設や事務所の引っ越しなどの役職投資の増大と永  

年勤めた社員の退職による退職金のために欠扱を生じた  

からである．91，93，94年も総資本利益率がマイナス  

を示したが，やはり退職者等がでるなど長期的変動要懐  

が蕊なったことが主な原因になっている．   

次に総資本利益率よりも常葉上の収益性を示すに適切  

な経常費本利益率（常莱利益／経常資本）の変動をみて  

みると，総唐本利益率とは異なった動きを示している．  

5．農業法人経営の収益性   

5．1．収益性分析   

まず，総資本利益率（純利益十支払い利息／総資本  

の川23年間の変化をみてみよう（寂4，図2）．設立の  

1972年から10年間は，戯初の機械更新期の75・76年  

にわずかにUダウン現象－2）をみながらも順調な総資本利  

益率を示し，1，260万円の純利益を出した81年には政  

商の41％となった．その後10％前後で推移していたが，  

表4 収益性相磯の動向  

項目／年次   19721973197419751976197719781979198019811982198319841985  

紙幣本利益率  8．1210．9811，01 8，61 5ぷ 5．0311暮25 22．5816．64 軋15 7．44 月・1913・5719・12  

経常資本制羞完率  8．8114．0817．王3 1．91 3，8 川10t5121，2125．22 弧1 4．伯 6．74 8・8 Ⅰ5－3  

自己資本利益率  24．03 26．95 弧91 21．9 7．＄8 5．77 犯33 52－17 81．7－i73．22 10．2 4．99 19・6 乳7  

売上商利益率  3．g8 3．11 2．81 2，6 1t33 0．98 5．37 柑牒 7．05 20．93 4．19 2・03  8・112・56  

発上高層髄利益率  さ．14 ＄．92 6．61 0，9き 2暮87 2．88 了．19 11t712．18 20．6 3．01 4．ヰ3 5．6 川・37  

売上高売上総別名左率  8．7610．91犯36 6．33 独21 沌ヰ ほ5 21．57 22．¢4 敗04 ほ‘0815．0516・58 犯33  

総資本剛麗率  i．32 2．02 2．＄7 1，95 1．32 l．39 用 1．81 2牒 1．鍋 1湖 1．52 1・56 1・47  

官報資本酬猛撃  1．さ3 2．04 2潤 ま．95 1－83 1．39 1．46 1．81 2．07 l．98 1・47 1・52 1・57 1・48  

自己資本酬転率  6．03 8．郁18牒 8．尋3 5．79 6．02 5．28 4．75  －1．＄ 3．5 2．48 2．46 2・42 2・1a  

固定資本回転率I  lt64 2．59 3‘21 2．39 1．6 い1 2，07 2瀾 2．87  2、9 2．76 2．73 3・47 4・21  

固定費本圃転率Ⅱ  0．39 0．42 0誹 0．38  0．3 0．28 0．25 8誹 0．28  玖3 8．32 0．33 仇34 0・34  

項目／年次  19861987w198819卵19901991199219931994 平均 政商 敢低  

給資本利益率  乳1812，07 △17．ほ は3 那6 △l．83 14．6 △き．39 △i．2  9．8 軋15 △17．1＄  

経常資本利益率  ？．飢11．82 乱さ816誹i6．91△1，481g．87 6，871軋9312．08 汎l軋48  

自己資本利益率   12．0215－06 △23瀾17．06 21－83 △き．02i9．27 △5．9 △3．2517牒 ㍑22 △23・幻  

兜上線則義足率  ＄．11 S．98 △13．7 8．3212－15 △1．88 9．6司 △3．42 乱32 4．82 犯93 △13・7  

発上高宮塞利益率  5．62 9．28 0牒1ユ牒13．Ⅰ5 1．212．98 5．3311．02 7．48 20．6 0．68  

売上高発上絵利益率  托1519．53 16．9 19．27 犯16  8 犯9尋 i5．2j 2i－16 16 29．84 6．33  

総資本回転率  1．39 1．27 1．29 ユ．44 1．28 1．2 1．47 i，23 1．68 1．＄7 2ぷ 1・2  

営業資本剛転率  1．尋 1．27 1．3 1．娼 1．29 1．2 1．53 l．29 l．811－59 乙59 i・2  

自己賢本圃臆率  1．97 1．88 川 2．略 Ⅰ．78 1．62  2 l．73 2．46 3．9310潤 ま・62  

固定費本回転率王  3．g3  3．4 2．56 2．37 2．82 2．58 3．21 2．54 2．94 2，75 4．211・8  

固定費本回転率Ⅱ  8．35  0．3  0．3 ¢．2了 8，28  0．き  0，3 0．31 0．29 0．32 0．49 0．25  

注）各年度貸檜対照表及び損益計算番より作成。   
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いたものが習米収益であるので，この差は山般管理費が  

増大してきていることを示している．しかし，山般管理  

費の増大は就楽条件がよくなることを表す場合もあり，  

〟概に悪いとはいえない．表2に示したように73年か  

ら労災保険，失業保険の加入，76年閣民健康保険と国  

民年金への加入，78年には厚生年金への切り替えなど  

就米安定化への灸件が腔っていった将動こあたるからで  

ある．   

総資本恒‡転率（売上高／総資本）は23年間通して  

1．57（政商2．59，敢低1．2）である．ここ7～8年は1．5  

を切ることが多かったが，94年はもち加工などの新規  

軍楽が伸びて売上瀾が8千万閂台となったため，総資本  

回転率も1．68に上昇した．自己資本回転率（売上高／  

‡ヨ己資本）は‡ヨ己資本比率が20数％と少なかった初潮  

に商い偲を示しているため，通年でも3，93と高くなっ  

ているが，近年は自己資本比率が70％を越えているた  

め，総資本回転率との差も小さくなっている．   

財産の大部分を占める固定費魔の利用度を示す固定費  

塵剛転率Ⅰ（売上高／固定資産覇）は1．6～4．21（平均  

2．75）の範聞で変動している．固定資産額は固定資産が  

耐用年数を越えて用いられていると実際の稼働能力より  

分母の経常資本は総資本から外部出資の10万円を除い  

たぐらいで両者ほとんど変わりほない，したがってこの  

差ほ営業外損益及び特別利益・損失によるものとみてよ  

い．例えば1975年の給資本利益率は8．6％に対して経  

常資本利益率は1．9％しかない．これは営米利益がわず  

か46万円であったが営業外利益が72万円でこれを補っ  

たからである（付表2参照）．また，反対に総資本利益  

率が敢も低かった88年の経常資本利益率は0．9％であ  

り，それはど怒くなかったことが確済できる．また，自  

己資本利益率（純利益／自己資本）は，‡∃己教本の増大  

とその結果としての借入金の減少による支払利息の減少  

によって，総資本利益率と比べ澄がなくなっている．   

総資本利益率は売上商利益率と総資本回転率に分解で  

きる．発上高利益率は売上高の何％が利益になっている  

かを示している．23年間の平均は4．8％（政商20．9％，  

投低マイナス13．7％）である．売上高営業利益率は平  

均7．4％（政商20．6％，政低0．7％），通常粗利益率と  

いわれる売上高売上総利益率の平均ほ15．7％（政商  

29，0％，励低2．2％）となっている．この売上高常楽利  

益率と売上高売上総利益率は75年頃からかなり格差が  

広がってきている．売上総利益から山－一般管理盈を差し引  

（単位：％）  

‾総資本利益率  

00発上商営莱利益率  

・…総資褒同鉱率  

・■・・固定禦腰僧服渾川   

72737475767778798081828384858687888g90g1929394  

（年次）  

図2 収益性指棲  

注）表4より作成。  
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れまでは各種団体との調整や見学の説明などの外あまり  

経営管理機能を発揮する場面がなかったともいいうる．  

そして給与面においても経営管菜担報酬といえるような役  

鼠報酬匿はなっていない．褒の憩味で経営と労働が分化  

していくためには，経営活動における実質的‡知鳳庶の拡  

大と画然とした機能分化の遊行が必婆なのかもしれな  

い1■l）   

経蟄についても構髪或比は17～32％とばらついている．  

減価償却費は定率法をとっているので，機械の更新期が  

娘申したような場合，とくに76年には718万円と経常  

費用の17％も占めている．しかし適してみると80年代  

は400万円を切るような年も多く，これは機械が法定耐  

用年数よりかなり長く使われている実態を現している．  

経費の中で変動が大きいのは再委託鷺である．70年代  

の再委託鷺は作楽委託の内社鼠で処空相：切れない部分を  

協力戯家に再委託した費月ヨである．80年代に入って事  

業数‡∃体が少なくなり，再委託費も数十万「L】であったが，  

経常受託を始めてから鹿渡した米の乾燥調整料，精米料，  

袋詰め作薬委託，保管料などがかかるようになった．そ  

こで再委託鷺も89年の134方円から91年には300万円  

台になり，94年には594万円にもなっている．94年は  

愚作による米処理料の増加のはか，緑化薔の委託70万  

円，大豆の刈り取り委託の外，もち加工をはじめ，その  

加工委紀賃が55万円ほどかかっていることなどによる．   

血般管理費はとくに手酌と厚生費の充実によって経常腰  

用の2～3％から11～12％まで占めるようになってい  

る．73年3月の労災保険，失業保険の加入，76年の国  

民健康保険及び国民年金への加入があり．とくに78年  

の厚生年金への加入以後補祉厚生腰が増加してきた．94  

年の342万円の補祉厚塵蘭の内定〕絹検診，成人病餞診，  

社員旅行費，忘年会費などの58万円以外は社会保険や  

年金の出費である．   

また，常並外典翔ほ闇値憤慨の圧縮記帳に伴う圧縮損  

以外では，大きな頗は経営受託（利用権没定）が増えた  

ことによる支払地代の上昇である．94年には826万円  

になっており．10aあたり米1．0～1．5俵分の支払いが  

多くなっている．臨時損失の大さな額はほとんどが退職  

金の支給に伴うものである．  

5．3．比較損益計算番の考察一収益   

次に収益の動哨についてみよう（付表2）．営業収益   

低く現れており（例えば83～87年），また機械を更新す  

ると固定資産噸が相対的に高くなり，結果として‡召定資  

劇司転率が低めに現れる．また，抵閤≡資産恒1転率エ（年  

減価償却覇／固定費應棚）は固定資魔のl司収度を示すも  

のとして用いられることがある．定率法償却の場合は償  

却初潮にこの比率が少し高くなるが，23年間を通して  

0．25～0．49の範囲である．平均は0．32であるから，年  

償却噸は固定費疲の3割が目安となることを示している．  

5．2．比較損益計算啓の考察一乗用   

付表1に基づいて比較損益計算：沓からまず費用の内容  

について考察を加える．2針串間を適して若干注意を要  

するのは88年である．この年皮末に決算月を12月から  

2月に変更したが，銅鐸1～2月の会計数字を鍋年分に  

加えてある．この期間は給与等のfjl禦はあってもほとん  

ど収益のない月であり，これが計算上86年の収益性の  

悪さを増幅している．   

さて〕三繋項目ごとに敢砥限の考察を加えよう．経常費  

用に占める材料費比率は11～22％の閲で変動している．  

横笛熟ま主には種籾代であるが，初期には苗の常磐に供  

給が追いっかなくて萬を購入している．とくに75，76  

年ほ線化萬だけで200haを越える裾要があった．肥料  

費と良薬鷺闇戯作作物にヨ三に使われていたが，89年に  

戯基盤療法人の資格を得て正式に法人の利相磯没蔑が可  

能になり，経営受託が30ha前後になるとともに米生産  

に向けられる肥料費などが増加してきた．   

労働費については74年8月から戯協職員給与表を採  

用して戯協職鼠並の給与とし，斑与は純利益の状態をみ  

て支払われることになった，引き絞いて退散金を独走し，  

年金にも加入し，給与条件が整備されたので社員がサラ  

リーマン化したといえる】3〉．当初は社長も含めて社鼠給  

与で月給を支給し，磁用労賃は非常動的労働者の給与分  

を経理した．81年から取締役の名をもっている祉恩の  

給与は役員報酬手当項目で経理するように税務署から指  

導があった．そこでその後88年にIH氏が社長になっ  

たのを違っかけとして名目的役員を減らして役員報酬手  

当は社長のみとして経理することになった．94年には  

非常勤社風であったIT氏が本務であった戯協を途中退  

職し専務として入ったので役員報酬手当が増えている．  

しかしながら，実際のところ役員といっても，他の社員  

と同じように現業労働に費やす時間が圧倒的に多く，こ  
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94科ま駿作だったこともあり，膿産物売上高が4，518  

万円と前年を二千万円近くよ回り，これだけで収益の  

55％を占めた．   

営楽外収益では補助金が触祝し褐ない位置を占めてお  

り，機械施設の導入にⅠヨ那亨綿】首助金と転作郁助金や各穫運  

営補助金が少なからず投入されている，国庫補助金はた  

いてい機械施設等入に伴う準鶴補助であり．圧縮記帳さ  

れている．特別利益には固定資産売却益や特別雑収益に  

含めた貸倒引当金の戻入 退職給与引当金の戻入等であ  

る．ただしこれらの戻し入れ経理渡その時々の事情によっ  

て行われており，必ずしも首尾酬】慣性はない．   

次に収益や利益の動職庵みてみると，常米収益，営索  

外収狼 特別利益，経常利益，当湖都制益の間には特別  

にはっきりとした関係はみられない．傾向としていえる  

ことは，毅近年は利用権戯魔の増加による支払地代の上  

界が営業外利益を恒常的に赤字にしていること．また退  

職者に伴う退職金など特別掻栗が大きかった準に全体の  

利益軒下へ押し下げられていることなどである．したがっ  

てこれらの営業外利益や特別利益のマイナスを補うに足  

る常米収益をあげていることが必安となる．  

は当初の3年間に1，866万円，2，834万札 4，066方円  

と急速に増大して以後生別0万円台を維持し，79年に  

5亨000万円を突破してからは10年あまりその前後の収  

益を保持している．その中で個々の収益項目の動向をみ  

てみると（図3），かなり大きく変動している．初期に  

はトラクタ一作薬収益，コンバイン作業収益，爾啓発土  

蔵が主な収益額闇でこの三つで72年より73％，69％，  

68％，67％を占め，76年には5S％と低下する．しかし  

この勾舅こは全機械作業受託（機械施設作楽が可能な桝起・  

代かき。簡苗・刈取・脱穀作米の■酬・括受託）の収益割合  

が25％と増え，以後88年までこの水準を保つ．トラク  

クー作東収益が州→千万円を上層るような年はl渦域整備軍  

楽に伴う緋起・代掻垂作米の削叫・接受託のある場合である．  

例えば，81年などはトラクタ一作米収益だけで二千万  

円を上回り，この年の当期純利益1，260万円に大きな貢  

献をした．   

また，88年噴から農産物売上瀾が一千万円を越えて  

増加してくる．89年に戯米生産法人の資格を取得して  

経常受託（利用権設題）が拡大しているからである．そ  

れまでは転作の愛・大豆の販売と名‡∃上社員個人の名義  

で受けていた経営受託の米販売高が含まれていた．特に  

（鼎位：ll】）  

＿金機械作光受純収益  

＿トラクタ一作淡受紀収孟完  

…・麿苗究上裔  
…■コンバイン作淡交託‡阻益  

－∵カントリー作業受託収益  

一億庶物売上商  
…常基収量毘合富十   

80．OD0．00  

75．t川0．OD  

TO．000．OD  

65．DOO．0II  

60．000．OD  

55．000．OD  

5tI．Ot）0．0【I  

d5．008．0   

爛．088，8   

35．00仇q   

30．0川川   

25．000．0   

20．000．O   

15．0朋，8  

10．000．0  

5．000．0  

図3 作米別営米収益の動周  

注）付表2より作成。  
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（旦位：円）  

14．000．00  

12．000．00  

10．DOO．00  

8．000．00  

6．000．00  

4．¢08．帥  

2．000．00  

一驚裁利益  

一宮韮外利益  

▼・■・特別利益  
・…経常利益  

…当欄純利益  

T2 78 74 75 76 77 78 79 88 8182 83 鋸 85 8＄ 87 紳 8g 80 9192 93 94  

（年次）  

図4 収益・利益の動向  

注）付袈2より作成。  

8．農業法人経営の財務安全性   

6．1．流動性分析   

まず，経常収支比率をみてみよう（表5，図5）．営業  

収支と営業外収支を含んだものであり，これが100％を  

下回ったのは経常利益が赤字となった88年と91年のみ  

である．さて，短期的な遅滞能力をみる流動比率（流動  

資産／流動免償）が200％各下‡司って問題であったのは  

23年間で74年（46％），75年（75％）の2年間のみで  

ある．実際上戯薬経常において短期の流動性をみるには  

棚卸資産を含めない当座比率（当座資産／流動免償）  

100％以上が適切であると患われるが，やはり74年（36  

％），75年（74％）の2年間が問題であった．49年は流  

動負磯が督しく増えた．これは機械署員賃借料，祉蹟の  

大怪我の治療蟄などのために400万円を越えるその他未  

払金と200万円余の短期借入金の繰り越しがあったから  

である．元をたどってみると，74年に約400万円の固  

定費魔の増加があったが，それに対して資本金や盛期倍  

入金の増加がなく，短期借入金によって血糖しのぎをし  

たことが，流動性悪化の原因であった．しかしながら，  

この頃は軍楽駿も増加傾向にあり1～2年での返済が見  

込まれていたので財務管理上特別に問題になるほどでは  

なかった．これらの比率は高ければよいというものでは  

ないが，その後は流動性が問題となることばなかった．  

6．2．財務の安全性分析   

財務構造の健全性，とくに長期的な変食性は，まず固  

定比率で判定される．100％以下が望ましいとされる固  

定比率（固定資産／自己資本）であるが，当経常では  

1260万円の利益が出て自己資本が高まった81年から  

100％を下回るようになっている．しかし，固定装備に  

安定的な最期借入資金を縛ることが容易な虚栄などの座  

薬では，通常固定比率の補助比率といわれる固定最期適  

合率（固定資産／自己資本＋長期債入資本）こそが設備  

投資の健全性を示す適切な指標と考えられる．固定長親   
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表5 財務流動性・安全性瀾魔の動向  

項目／年次   1972 1973 ま974 1975 1976  1977 1978 1979 1980 1981 1982 1983 1984 1985 

経常収支比率  102．61弧6105．4102．3101．2   

流動比率  256．71犯9 45．6 74．g 257．7   

当慮比率  215．3190．9 36．1 73．6 219．8  

101．7 106．2 112．5 112 128．3 104‘3 104 108．2 113．1   

g14．9 814．3 883．7 3a4．3 5（；4．7 733▲9 611．9 816．4 626．4   

762．4 7軋5 883．7 3a4．3 564．7 733．9 611．9 816．4 626．4  

現金比率  13き．41軋7  27 15．21鋸．6   

固定比率  36る．3 305．8  a75 340．1383．3   

固定長才拶j適合率  87 86．8130．3109．2 ≦札2  

324．6 543，7 497．2 4gO．9 42乳6   

87．4  弧8   81 59．8  42．7   

56．5 64．5 54．2  48．7 38．9  

520．7 749．7 849．5 281．4   

320．2 204．2 138．1175．1   

78．6  軋1 朗一1 87．4  

資本負放比率  358．4 303．a 348．2 a25．5 351．4  

自己資本構成比率   21．8 24．8 22．3 23．5 22．2  

盛期蘭本橋成比率   g2．3 軋3 64．2 73．2 94．1   

流動負駿比率  35．1 51．1160．4 114 犯4   

流動負厳封長期資本比率  8．3 14．5 紙7 36．6  6．2  

6諷1 61．さ 絶8  47．7  41．g   

59．1 61．8 飢．4 （汀．7  70．5   

gL4  94．7  91．8  92．7  88．8   

14．5  臥6 1さ－4 10．8  ほ．8   

9．4  5，＄  8．9  7．9 12．6  

318 218．4 125，4 111．1   

23．9  3トl・‖∴1・17．・1   

97．4  95．6  95．6  94．9   

10．7  1ノま  9．9 1（）．8   

2．6  4．6  4．6  5．4  

項目／年次   198619871988198919901991199219931994  平均 数高 教低  

経常収支比率  1軋810乱1 96．8107．9113．2 97．9108．a lO7．1 105   

流励比率  918．7 2558．4 22g8．11179．8 928義81089．9 718．41316．81372．3   

当座比率  9ほ．7 25e楓4 2298．11079．3 911．51077．1 661115a．312柑．4  

106．8 128．3  96．8   

848．12558．4  45．6   

814．2 2558．4  36，1  

現金比率  鎚6 2126．817ミ札4  814 8払a 8軋9 584．110351097．8   

固定比率  57．1 4a l軋2 71．9 軋8 62．1 62．5 74．38 g3．11   

固定最期適合率  賂5 35．3 71．9 55．2 48．7 弧7 47．8 55．3 62．7  

65乙6 21犯8 15．2   

157．1 383．3  42．7   

66．3 130．3  33．9  

資本免償比率  ノ軋6 4L6  50 35．6 41▲1 犯4 幻．8 39．5  53   

自己資本構成比率   7111 80 亀7 73．7 70．9 77．g 70．5 71．7 65．4   

品薄腰本構成比率   98．5 97．9 98．？ 96 94．2 95．3 92．2 g6．5 汎1   

流動負磯比率  9．1 3．2   2  5．4  8．2  6．1 11 4．9  4．4   

流動負概対長期資本比率  6．9  2．6 1．3  4．1 8．2   ＄  8．4  さ，7  2．9  

135．4 858．4 35．8   

53．5   80  21‘8  

92  98．7  糾．2   

28．9 160．4   2  

9．7  55．7 1，3   

注1）各年度貸借対j！鶏糞及び損益計儲磯より作成。   

2）ここでの固定比率は固定資産／自己資本で求めている。  

適合率は74年130％，75年109％の2年間が100％を上  

回るだけで後は実に健全な値を示している．   

特に自己資本比率が当初の20％あまりから，決算に  

高まり飢年59％，82年以降は60～80％という商い比  

率を維持するようになって，財務の健全性については全  

く問題がなくなったといえる．後にも述べるようにこの  

自己資本の増大が，社風の退職など最期的な経営変動に  

対しても財務的な危機をもたらさなかった大きな登園で  

ある．  

6．3．比較貸僧対照表の分析   

流動資産の変動についてみると（付表3），まず自己  

資本の畜機にしたがって貯金が増大してきている．未収  

金の年度末残高は年によって数十万円から800万円余ま  

でかなり大きな変動がある，しかし，85年末の824万  

円の未収金は翌年1月末には245万円に減少しており，   
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万円を切り，94年に2台のトラクター購入に近代化資  

金を借入れて残高が1，176万円となるまで，山千万円以  

下の借入残高で推移してきている．   

これは自己資本が増大してきて自己資本比率が70％  

前後に高まったこととも照応している．自己資本の内基  

本となる資本金は2回増資度して現在700万円となって  

いるが，増えたのは留保利益である．留保利益の内利益  

率碑忽は商法288粂「会社ハ其ノ資本ノ国分の一二遵ス  

ル迄ハ毎決劉夢Jニ金銭二依ル利益ノ配当額ノ十分ノ山以  

上ヲ，…利益準備金トシテ積立ッルコトヲ繋ス」の規定  

により積立てられたものであるが，当経営の場合は80  

年の資本金500万円の時にすでに130万円の資本準備金  

を概立て要件を満たしている．その後の利益留保は適宜  

退職給与積立金や任意積立金の形で蓄積してきている．  

6．4．運転費本の季節変動   

緋種虚業のように年間の事米に繁閑があり，その結果  

収益の流入の時期についても季節性が避けられない経常  

の場合には年間の運転資本の確保は濱愛である．先にみ  

た74年の短期の財務流動性の悪化は，主に閣定質感の  

増大に対して塩湖借入金で対応したことによるものであ  

るが，その結果ほ運転野本の不足を来し，短期の資金繰   

振り込みの若干の遅れがあるだけで不良俵樅的な未収金  

はばとんどみられない．   

次に固定資敵 役立当初農事組合等からの成槽機械が  

あり，また乾燥調整について隠隊革紐合法人（実質は戯  

協）有のカントリーエレベーターを邸属利用できたので  

固定資産の初期投資は2，615万円，この内補助金  

1，274フぎ円を差し引くと開始時の同定資産帳簿価格は  

1，341方円であった．74，75年頃から機械施設の更新が  

一郎始まり，固定無慮投資額（帳簿価格）は2，500万円  

余りとなるが，定率法償却により帳簿価格が乳蜘こ低く  

なっている．その後も現在高1，700～2，500万円で推移  

し，94年には2台のトラクターを更新したために3，036  

万円の固定資産残高となっている．91年のその地機械  

器英には軍務所の移転に伴う簡易事務所の設置と備品の  

投資259万円が含まれている．   

流動政敵ま74，75年の運転資ネに不足をきたして流  

動性が悲化した年以外は，主に戯協未払金等の支払い巨‡  

が1カ月遅れになっていることに伴うもので問題になる  

ような負概はない．固定（長期）負債は機械設備投資の  

ための長期債入金と適職給与引当金からなっている．長  

期債入金は設立後段初の殴傭更新時期の76年に最高の  

2，107万円あった。その後，漸次減少して82年に山千  

（単位：％）  

一流勤比率  

＿当麗比率  

・・・・川u比雄  

…■l獄温良駅通念準  

則資本魚鱗比率  

一重至l己資本構成比率   

T273 74 75 76 77 78 79 80 8182 83 84 85 86 87 88 8g 90 9192 93 94  

（年次）  

園5 三E資財務流動性・安全性指標の動向  

注）裁5より作成。  
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槽越の利用により農産物販売高の振込を待って支払うこ  

とができるようになった．したがって家族経常であれば  

季節的・刷鳩的な運転資本の不足はそう問題にするべき  

ものではない．しかしながら，月給制をとるような盛業  

法人経常にあっては収入がない月でも月給を払うことは  

必要であり，短期の資金繰りに困らないためには十分な  

運転資本があることが望ましいといえる．  

りに関ることになった．その後はこれほどの資金繰りの  

恋化を発したことはないが，運転資本の季節変動は避け  

られない状態である．‡親6は74，82，8軌 94年の流動  

資産から流動負債を差し引いた純運転費本の月末残高の  

推移を示したものである．これによれば74年はほぼ…－  

年を適して運転資本が不足状態であったことがわかる．  

82年ほ4，5月がマイナスであったが後は問題がなかっ  

た．88，94年はほとんど問題ではないがそれでも春作  

莱の収益が入り始める敵前の4，5月が最も低くなって  

いる．   

74，82，88，94年の月別項‡∃別の逆転資本の状況を  

みておくと付表4の通りである．流動資産の増加は主に  

作薬料金の入金による．このうち未収金の計上は従来7  

月と12月に行っていたが，紬年に決算月を12月から2  

月に変更してからは8月と2月に雷十」こするようになった．  

その後軍務鼠が交替した94年からは年度末の2月のみ  

に未収金（売掛金）を計上することとなった一 流動色魔  

の未払金（買掛金）は主に戯協からのものでほぼその都  

度酎・上されている，   

かつての戯兼では種籾や肥料が試えなくて収穫払いで  

商人や地主から金を借りて感光をつづけた戯家も少なく  

なかった．やがて虚業協同組合が整備される中で，当座  

7．付加価値及び生産性分析   

7．1．付加価値の構成   

付加価値は，金光の総生産頗からその生産のために買  

い入れて消蟄した原材料など，他の金光の妓魔物価額を  

控除して計辞される金策が生み出した純生産噸を意味す  

る．家族経営を越えた法人経営の場合には単に経常の所  

縁のみでなく，労働の社会的生産の指標でもある付加価  

櫨額の動向も蛮愛である．付加価値は当期純利益下人件  

費＋金融腰瀾け牒潤料＋租税公郡斗（減価償却費）で計  

算され，純利益は企業家へ．人件費は経営者・労働者へ，  

金融費用は金融資本家へ，賃借料は地主等へ，租税公課  

は社会血・般へそれぞれ分配された付加価格であるといわ  

れる，いかに圏家の保護があり，資本が存在しているに  

（螢位：円）  

－1974年  

－1982年  

…・1g88年  

◆…1g94年  

図6 純運転資本の月末残濁の推移  

注）付表4より作成。   
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59％ほ1，260万円の最高の当期純利益があった咽であっ  

て純利益の出方に大きな影轡を受けているが，おおむね  

80％が目安と考えてよい．  

7．2．生産性の動向   

この付加価値を常勤的労働者（祉鼠および常磁者）の  

年間平均人数で除して労働生産性Ⅰを求めてみると，  

236万円から711万円までかなりばらつきがある．この  

点の辞しい分析には資料・調姦が不十分であるが，考え  

られることば労働人数が変化したからといって地域性や  

委託希望農家の軍機などで挙染蕊を簡単には増減できな  

いことがあげられよう．それにしても山人あたり∫Iま均  

400万円という労働塵感性ほ十一般企瀦と比べれば十分と  

はいえないのではないか．   

当経常のように大型機械設備を用いた経常の場合には  

固定資本の生産性がひとつの蛮安な経常相磯となってよ  

い．23年間の最高は2．8，最低は0，7とかなりの帽があ  

る．これは名目固定資本が定率法償却と実質耐用年数の  

長期化によって大きく変動しているためで，爽隙の生産  

力を麒現させる実物資本はそれほど変わっていないので  

ある．平均値は1．6であり，約二千万円の固定資本（期  

末現在高）で三千万円の付加価値を生み出していること  

しても，労働なくしては，価値を生み出すことがでさな  

い，それゆえに労働力こそ付加価値生産の原動力である．  

したがって労働への分配率（ここでは付加価他人件費比  

率として計算）がいかほどかは検附すペ数十階櫻である．   

さて，23年間の付加価値邸は初年度の936万円から  

74年には2，200万円を突破し，79年からはばぼ3千万  

円を越えるようになった（表6，図7～9）．そして92．  

94年には4千万閂をオーバーするに至っている．ここ  

では実質的に付加価値の分配部分と考えられる73～75  

年の増加償却や退職金を付加価値に含めている．そのた  

め当期純利益が681万円の赤字となった88年において  

も2，564万円の付加価値艮産み出している．それでもこ  

の年は前後の年から比べると5～6百万円少なく常米収  

益の相対的な少なさが響いている，付加価値率は平均  

57％（最高67％，政低46％）であるが，傾向的に少し  

づつ上昇しており，60％前後が訂安といえよう．   

この経常のような小感金光では資本と労働への分配率  

などは問題にならないが，経営の継続性のための備えで  

もある内部懲保などの部分と直接的な労働への分配を意  

味する付加価値人件費比率（人件費／付加価値）は23  

年間の平均が78％である．政商の97％は紬年の6釦万  

円の当期純利益のマイナスがあった時であり，最低の  

（飴位：％〉  

ー付加価値人件費率Ⅰ  

一付加価個人件蘭塵Ⅷ  

・・…付加価値率  
・…組付加価低率   

図7 主要付加価値指磯の動向  

注）表6より作成。  
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豪6 生産性指標の動向  

生産性給梯  1972  1973  1974  1975   1978   1977   1978   1979  1980  

労働戯  邑0謂．0311孔6職222 作詩弘95＄  

事務飽給料手当  器2－7∝蓼  

租税効果  62．42P   7g，0・i8  189．020  

支払利息  408，480  餓702  596．725  

支払地代  118，抽0  1氾0∝） 118．000  

退職給与引当金繰入  l帆9鯛  l軌416  

当期純利益  748－232  8弧278 1，1砲鮎  

増加麒却，退職金  吊帆㈱  2，227．150  

19．9i3，197 14．774．717 17誹1，餓5  

1．隅2．お0 1．2紙632 1，3謂，788   

515，565   鎚5，鋸8   4眼碍1   

鎚4湖4 1．152，i15 1．厘5，1封  

130，∝時   210，000   2氾000   

鳩6旧   ㍊7，4月5  1礼7椚  

1，268，988   535，428   3鞄578   

8抑，000  

1凱035．788  2l，812，71＄  払515．釦2  

も013，8船 1．関2．108 1，106．244   

朗払ひ！O g26．480 1牒2，2iO   

∬4，7柑   了78，925   592．鑓6   

210，的0   2恥0抑   2軋㈱  

Ⅰ52．137   2汎479   3硯2了4  

2，20a808  5湖6，764  4，112，589  

付加価縫合計（1）  9諸62，163 18，5帆192 22，148潤1  2j，さ亀田118，633，9了7  21，甜2，737  礼1飴，269  3仇7弘472  独特1瀾5  

減価償却栗  2，123牒4  2．879，551 4t8独給1  

機械器奥貸借料  2．封5，0謂 116隠4鋸 1，539澗6  

5，7弛197  7，1合5．睨  6，6i7，油  

1，7紙227   46i．釦8  

5，026，953  4，9織402  5，男秩る92  

根付加価徽2）  粗金犯295 21曇055．177 g8．狐878 32，勒8さ5 26誹1，7器 乳2犯測＄ 29，1S5，222 35，了略874i 払215，鋸7  

総投下労働人数  7．9  7．9  邑7  9－4  9，4  軋5  乳0  8．0  8．0  

労働生産性I  l，ほ5，0鋸 2，0乳518 2．545，278 2．612，820 1誹2，は 2，軌4g8 a8略0朗 3，8楓∽ 3，8紙鍋4  

労働生蓮性M  l，749，硯 2一郎5．212 3，257，釦4  さ－409．3随 2，795暮929 3，320，036 乱恥403 4，4鈍2朗 d，528．918  

固定資盛期未夜霧 11，3弧釦6 柏附軌 14，軌凱9 24，6娘了鋸 25．恥224 21，恥718 17，睨朗2 17，8略04る 22，771，861  

園麗資本生産性1  0．8  1．8  1．5  1．0  87  1．0  1．4  1．7  1．4  

固定資本生産性エ  1，2  2．0  1．9  1．3  1，O  l．さ  1．6  2．0  1．＄  

人件栗  払0訳川3113，670，222 17雷防7．鉱6 犯975．朗7 16，恥鋸9 1軌280嘉285 28湖9，瑚 紘8軋8240 弘622，鋸8  

付加価値人件費率工  乳9  82．8  礼9  弧4  隠9  汎2  隠1   7d．さ  弧4  

付加価値人件盈率Ⅱ  乳2  64．9  絶4  85．＄  60．g  隠3  68．る  隠0  68．0  

付加価値率  58．2  弛2  軋5  52．0  46．2  53，Ⅰ   亀合  独8  陀5  

組付加価値率  礼0  74，3  69．7  6了．さ  ＄5．1   69．4  7吊  69．5  陀1  

生産性指標  1981  1982  1g83  1984  1985  1g86  1987  19細  1989  
労働焚  19．6払㈱ 払勒9砺 23，鍼g．師5  

翠稗艮給料手当  い9ヰ，152  

租税効果  9乳450  2，軌470  9S3．988  

支払利息  4汎227  448．181  3弛78g  

支払地代  2軋㈱  2軌0㈲  2弧008  

退職給与引当金繰入  371諸9き  323，440  2略080  

当期純利益  12．685．01a  2－I12．g56  9格476  

増加償却，退職金  

玖7汎275  23，鵜お5  弘462．湘  

58S．130 1，367，1幼  4蓼27＄．480   

287，695   221，115   256．804   

2弧砕0   2穐000   誠＄ナ850   

2犯800  177，腿0   316，120  

4，8蝿345  ＄．5Qち3略  説227誹8  

独鈷2，縦事  犯85ウt345  22．は，i50  

1．368，720   383．ら02   361，8悼   

2隠499   柑9．紺1  1131鎚6  

1，039，7尋0 1．752，3舗  2．620．730   

滋0，aほ   52l．∬6   ¢18，672  

4，5矧2鋸 △6，餌7誹2  4，452．985  

4．さ2さ，000  

付加価値合計Hl）   35，刷．聞3 28，858，9ヰ7 弘軋210  犯1略24＄ 3i，7鉱＄18 32．釦j，鎚0  31，865，詣5  25，6仏892  30，5さ5，9器  

減価償却費  6．280．248 8，230，靴0  4，829，792  3，658，礪  a恥87◎  3，8氾，918  

機械器輿貸檜料  8犯992 1，183．鎚6 1，131．867  867，74g  

8．6犯8㈲  6，銘4，570  5，77現8了7   

鋸1，87き  2亀786  

組付加価紺2）  41．77＝51 弧㈹7瀾9 3Ⅰ，881．駆4 弘鴫3＄1 35，勒誠4 さ7，る弧32？ 弧き銑558 狐騰，862 部，578，弼  

総投下労働人数  了．0  7．0  7．8  7．0  7．8  7，0  7．8  8，8  7．8  

労働生産性Ⅰ  5，070．129  3．㍊6，707 乱69き，030  4，三略さ21 4，5器，湖 4，7恥686 4，5弛197  2．914，ig2 4．鮎5．柑2  

労働生産性Ⅱ  5誹7，狙7  4．7払朗8 4，長嶋8溺  4瀾1，194 5，ほ4．3諷 5，劉，脇  5，189，651 3，054牒2 5，225，512  

固定資産期末森高  那犯朗7 19，吼那 15，穐怖5 13，8吼123 11，3取お8 ほ，578，了87 14，313，850 鋸22．114 28，561，139  

固定資本生産性I  l，9  1．4  i，7  2．3  2．8  2．1  2．2  0．7  1．5  

規定資本生産性Ⅱ  2，2  1．7  2．0  2．6  3．2  2．4  2－5  0．8  1．8  

人件漱  犯818，220 2l，3織洲 2き，0織舗5 弘7乳275 23，鵜餌 払462．部0 24誹2，鎚0 玖8弛鋸5 22．弼瀾  

付加価蔵人件鷺率Ⅰ  乳7  79．6  乳3  82．1  7＆1  74．3  76．2  弧9  了3．3  

付加価値人件兜率Ⅱ  楓8  軋8  73．0  犯8  軋7  軋9  鉱．8  92．5  軋2  

付加価値率  絶9  絶3  弧7  

組付加価値率  徽3  6＄．6  65．7  

軋3  61．2  62．3  絶8  51一さ  57．1  

了0．0  89．2  71．4  71．5  弘0  88．3  



大 原 興太郎・王   初 文  42  

平均   政商   政低  生踵性精機  1990  1991  1992   ま993  1994  
整数栗  25．3取㍊1 25，謂3，020 27牒0．49S 24澗6．051 犯8弧809  

事務員給料手当  1，軌524  2．52l．340  

租税効果  恥700 1J69．7′皇0  5了1，g22 1－幻3，420  740，掲0  

支払利息  織423  184，319  199．槌7  ・110．720  512．司㍊  

支払地代  2．6几570  3．11‘it2柑  6．518．829  7，1略淑  ＆022牒7  

適職給与引当金繰入  729牒0  947，鎚9  9賂089  8乳253   1，092  

当湖純利哀左  6瀾イ，974 △吊犯g37  8，8鐸，875 △2，i39，33さ △j，那乱97タ  

増加償却，退職金  3．002．誠0  6，g62．500  5，3弘鍔6  

2】，610，ユ89  独868．809  8，0弛031  

1，276，163  2．521，鋸0   362．700   

9貌7謂 ・竜一2犯‘娼¢   62，4甜   

娼2，了偶 1，王52，115   89，423  

1誹9，2誠  8tO22バ67  118，租0   

4弘10了 1．関2．粥2   4518樽  

2，527i4づ∂ 12，805－ひi3 Jゝ6．紛い服  

3．5弘497  6牒62，500   さ乳価  

付加棚橋合計（1）   弧0賂878 幻．7亀鍋 織669．縛7 41，7鞄さ1・i －i7，帆227  29，1S5－了66  47，0略227  9．罰2，163  

減価償却費  5牒8．948  5，74き．374  5，71∫l膏90  6牒8，240  7．273，1尉  

機械船員庶膝料  硯887  7お，9ユ0  82ち405  さ臓鍾ユ  餓ユ26  

5．王9き一払隻3  7，273．183  2，123，〔削  

1，8・j5．㍊3  2，㌶5，0鎚   2賂788  

組付加価値（2〉  鴫198．鑓3 36，860．733 鳩211t492 鴫512，155 ヰ9．鋸7．878  弘175，674  租別7，870 13，820誹5  

総投下労働人数  7．0  6，3  6．9  7．0  7－9  7．6  944  8．3  

労働生産性王  5▲鵜g弧  5，呪8謂  8，1弘927‘15，985憂6払9 5，9鴫776  3，922，673．9 6嚢183，927，11，1汎083．9  

労働生感性刀  軋8犯378  5．さ∬＝6ヰ ？▲132′1取3 6，073，165  良309，857  4，5軋5租3 7，Ⅰ82，1弧3 1，7矧404  

固定資産潮来在嵩  22，9甜．gO3 19，畠了2，212 24，3弧郁0 25，857瀾0 弧363，1幻  19－7さ2．499  35，4紘114 10．517，831  

固定費水生塵性Ⅰ  主．6  1．7  i．8  1．7  1．5  1．6  2．8  0．7  

固定資本生魔性Ⅱ  1．8  1．合  2．O  j．7  1．6  1．8  3、2  0．8  

人件蟄  25，紙器1 25，38説020 汎580．495 26．717，5了5 32，390．1亜  22．165，842  32，3恥149  8．0謂，031  

付加価値人件契率Ⅰ  犯2  75．1   鉱6  64．0  級9  78．0  96．9  弛7  

付加価値人件戯率Ⅱ  60，8  6g．2  弧8  82．8  65．0  65．3  92．5  織8  

付加価値率  63．1  81．6  60。2  織了  57．7  

組付加価値率  74．0  66．9  徽5  67．9  61，1  

57．2  66．7  姐2  

隠1  74．a  54．0  

注1）各年度貸借対照表及び損益計算督及び表1より作成。   

2）総投下労働人数は常勤約労働者の酬一人1年間就業を1とし，77年4月までの非常軌社員は一人1年間で   

0．3とした．採用・退職月を考慮して計算した。HTについては74年5月に大怪我をしてなくなるまで   

の間ほ0．5で計算した。また，88年は14カ月分の労働力となっているので過大に現れている。   

3）純利益からの転用分と考えられる増加償却，退職金は付加価値に含めた。   
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（単位：円／人）  

ーーツi恨・■い廿上Ⅰ  

－労働塵磯雄招  

図8 労働生産性の動向  

注）袈6より作成。  

（貌放：軋／芦掟資朝）   

－‡㌔ぎI定資本生成倣Ⅰ  

－1叶吏甘木ナいl汁＝l   

72 7B 74 75 7＄ 77 7＄ 79 80 8182 83 84 85 86 87 88 8g 9¢ 91 g2 93 g4  
（年次）  

】鷲！9 固定費本姓感性の動向  

注）表6より作成。  
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きや退職者の出たときに仙・時的に収益性が落ちているが，  

番実な自己資本の蓄機があったため，設立後数年間，軌  

道に乗るまでの時期以外で財務の流動性・安定性が問題  

となったことはない．   

第三に，第仙・と関係するが，23年の問に当初メンバー  

のパートタイムを含む12人の内わずか3人が残ったに  

過ぎないが，74年に2名，88年，92年，93年にそれぞ  

れ1名を新規採用できたことであり，現在ほ7名のフル  

タイムメンバーで断食粗放下の新しい事態に備えている  

ことである．   

当経営の23年間の財務分析から，稲作受託当里の経営  

における財務指磯や財務分析について次のような実際的  

知見が得られた．収漁牲指様に関しては，総資本利益率  

10％前後，売上高純利益率5％前後，売上高総利益率15  

％前後，総資本回転率1．5％前後，固定資産の回収度虻  

示す固定資産剛転率Ⅱ0．3前後などが実際的蘭灘として  

導出できる．また財務安全性問題では，機械の更新期に  

短期の流動性を悪化させる懸念があること，長潮の安全  

性指標では固定長期適合率が適切であるが，機械施設投  

資に対しては制度金融などをうまく活用すればまず問題  

になるようなことはないこと，利益の内部留保による巨l  

己資本の増大が艮湖的な経営変動への対処・保証を容易  

にすること，稲作中心経常では運転資本の準節変動から  

は逃れ難く4・5月が運転資本不足を釆たしがちである  

こと，などがあげられる．さらに付加相磯■珪感性に関  

しては，付加価値率は60％程度，労働分配率である付  

加価値人件費比率は80％程度，固定資本生産性は1．4～  

1－8程度が目安となろう．  

になる．最頻値は1．7であり，1．4～1．8程度を目安に  

考えてよいであろう．  

8．まとめおよび考察  

ここで取り上げた戯光法人経営AMCのおよそ四半  

世紀に及ぷ財務会計の実態分析楓∵一個の事例にすきず，  

その時殊性，地域性という限定はあるが，さまざまな意  

味楠報庖われわれにもたらしてくれる．われわれの他の  

虚業経営調姦の経験も参都こし，個別召富例分析にみられ  

る普遍的側面の抽出に窓を用いながら分析の主賓点を以  

下に述べてみよう．   

総合的に判断してみると，役立初隼皮から3，4年間  

順調に覇業盤は増えていて，75年まで上昇し，その後  

個別の作薬受託駁は構造改革軍楽が完了したことによる  

甜括受託の減少などの要因によりだんだん減少して重た．  

その後80年代紋尊から利用概設定葡硫の増大により戯  

産物の売上高が増加して新しい飛躍の芽生えが生まれて  

いる．経営体の長潮存続闇その物的基盤としての資本の  

維持と人的基盤としての経営者・労働者の継続的補充を  

なし得ていることを意味する．実際これまでみてきたよ  

うに，炭湖的な経常展開の上で不可避の機械施設の更新  

期や労働者の入れ替わりの時期をなんとかクリアーして  

きている，ここではばとんど触れられていないが当経営  

でほ祉蓬が3代にわたっており，必ずしも絶品のリーダー  

シップによって経営成艮があったわけではない．   

AMCの経常発展が可能であったのほ，第一に，何よ  

りも有限会社法人として労災保険，健康保険失策保険  

年金などの雇用制皮の充実や休暇制渡その他の礎欄姦朝  

を愁えるとともに，利益が上がればきちんと所得税を払  

い，構造改歯調薬等の受け皿にもなり得る社会的にも認  

知された経常として簡成されたこと．   

節二に，艮期的経常変動を担保するl∃己曽木の充実が  

医‡られたことである柑）．インフレと固定資産の圧縮記帳  

の下で生産力維持のための実体資本維持を果たすには，  

名目資本を拡大せざるを穆ない．これは資本金の増額か  

税引前当欄純利益の申から配当金と納税引当金を除いた  

残額である留保利益によって可能である．当経営では資  

本金は2珂の増資により700万円となり，退職給与積立  

金と別途概立金などの名目で23年間に機宜られた嘱は  

2，700万円になっている．大きな機械の更新のあったと  

注   

1）このような法人化の動きは個別家族経常の近代化にも  

資することになろう．例えば家族遮光従事者の尊従者給  

与にしても，単に税金対策として出金経理するだけでは  

なく，噸はともかくも実際に支払うことが必要であろう▲  

そのことによって個々の構成凰，とりわけ後継者や女性  

の経済的日立を保湖三し，また新たな窓欲を引き出すこと  

にもつながると思われるからである．  

2）例えば，文献〔2〕〔4〕〔10〕〔12〕〔13〕〔14〕〔15〕など，  

3）1974年までの会計分折と75年過き、までの動きについて  

は大原〔5〕及び〔6〕で分析した．   
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4）同じ虚業法人化を行うにしても庖撃組合法人とするか   

有限会社とするかば後の運営等に大きな影轡を及ぼす．   

戯軍組合法人として出発し途中から有限会社の方が運営   

がやりやすくなったとしても，組合を解散して新たに会   

社を設立するなどということば実際上できないことであ   

り，別会社を作って対応するなどの措置をとっている経   

営がみられるようになっている．例えばハムエ房モクモ   

クもそうであるし，戯革紐合法人秘矧町盛栄生産組合も   

別会社での対応を考えつつある（1995年10月組合艮高橋   

氏の嘗）．  

5）この点については大原〔8）で紫紺した．  

6）作楽手朋としては，大原前掲論文の分析枠組みにした   

がって，まず王が当研究室の卒業・修士論文（とくに井   

川佳久「戯作業受託組織の展開過程山AMCにおける10   

年間の経常分析一叫」昭和58年3月卒衆論文）と決算醤類   

を参考にして平成4年までの貸借対照表と観名品計算潜の   

データをひとまず楽観した（「戯企兼体の展開とその財務   

会計分析」平成6年3月修士論文）．この段階では実務上   

の助走科目並郡上の間違いや法人税申告沓段階における   

修正や実態の動きとの関連については不十分であったの   

で，それらを二人で振替伝票や猶機の資料と欝ほ取りか   

ら可能な限り会計的な訂正も施し，平成5～6年のデー   

タを付加して全面的に数値指標を甫計罪するとともに，   

大原が新たに分析を加えて裔き下ろしたものである．  

個別雪害例における数値の放射，とりわけそれが23年と   

長期にわたる場合には，それがどれだけ実態を反映して   

いるかという点の検離が大挙である．途中で勘定科目の   

振り分けが変わったり，役員の人数が変わってそれが勘   

定料巨＝こ反映したりしている．可能な限り統＝肌＝・をl実！り，   

注釈を加えるようにしたが，整理やチェックに大塊の時   

間がかかりなお検討不十分な部分が残っている．しかし   

ながら，戯水省の新政策でも法人経常が政策ゼト・つの焦   

点となり，平成8年8月8日には全国虚業法人協会が股   

立される運びとなる状況の巾で，感光法人経常にI関する   

基礎的な分析データを提出する意義は大きいと考え，こ   

こまでの分析内容で公表することとした．  

7）この間の詳しい事惜は大原〔6〕第7牽を参照．  

8）ロビンソン〔11〕を参照．  

9）1994年5月26首小川盈郎氏からの聞き取りによる．  

10）大原〔7〕を象照．  

11）付加価値構成項目の租税公課については若干浅慮が必  

婁である．元臓の租税公課にほ法人税の中間納付などの   

ように本丸 利益処分によって経想すべきものが含まれ   

ていることがあり，この点については全都細かなチェッ   

クはできていない．  

12）Uダウン現象は，経常の収益性が技術体系の変化や初   

期投資に見合う収益がすぐに上がらないことなどから・・   

時的に落ちることをいう，寺扇田〔1〕を参きモ後．  

13）80年代の後半に愛知県の似たような受託組織Tでは，   

退職金や年金もない共同経営的な方式だから収益をその   

まま従寄算分数配当として配分したためれ オペレークー   

の所得が700～800万円という詣であった暮 それに比べる   

と当経営の労働者は戯協職腰部で決して高い所得ではな   

いが，きちんと労働者を確保できていることからすれば   

就粟発刊はむしろ良好と判断してよいであろう．  

14）階層分化が起こりにくい事情については，なぜアジア   

でグリーンリボルーションの成功にもかかわらず新しい   

遊民層が形成されにくいのかという金沢教授の聞題意拍   

にも通ずるものがあると恩われる．インドネシア社会な   

どのように階層分化を拒否しているとも患えるアニアニ   

など制度としての社会習慣の存絞はないにしても，分化   

を拒否する恵誠，同質性を保持しようとする意識や行動   

が今の日本でもなお破く残っているというのが大原の調   

査実感である．（金沢〔3〕参照）．  

しかしながら，稲作ベースのこの種の法人経常にあっ   

ても，経営者意識のしっかりした経常者が帝ちつつある   

ことも事実である．例えば富山の洒谷脇座や新潟の神林   

カントリー農園である．後者の部長級の月給35万円に対   

して，副部長は60万円，社長は70万円を得ており，そ   

れに相応しい経営者機能を発押しているようである  

（1997年1月171ヨ忠聴社長による）．  

15）大磯・王〔9〕を参j乱  
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712．500i 9弧000 2  667，1001 71い嶽）】1，4粕500 3  651．0の1 721．750i 961．750 2  

亀7独57016 2，5封，858 5 2，229．800 4 2，316，608 5 2，棚．8舶 5 2．067．500 4 2，366，100 5 一壬▲701，礪010  

労働鷺小計  23，515，802 j2 鵜6弘068 40 21t胡乱駒0 39 弘け89，905 49 弘7汎275 5123，198．335 －i9 2か雇62諸68 48 弘282誹80 51  

減価償却費  

機械器負債借料  

維持緩鱗彗  

光熱水道費  

保険料  

租税公課  

再委託班  

その他の経費  

経班ノj、絆  

さ．5乳39210 G，2弧24813 6，230．99211  4．829．了9210   

9SO牒2 2  

1、60説＄561  

140．576 0   

373．350 1   

953，980 2  

1紙000 0   

さ．925 0  

3，658．730 8  

1，163．謂6 2  

l，3盛．鎚0 3  

‘l耶，2701   

319，1801   

565，1301   

6g6．1（旧1   

51，000 0  

3，006．釘9 6  

l，i31．擢了 2  

3，5略7司0 了   

315，8了31   

2鴫7111  

1，36了，柑0 3   

2弛0（和1   

3．柏） 0  

3t893，glき 各   

部7，7一】9 2  

1．6ヰ1，258 3   

罰4．5901   

胡乱8901  

有2札▲180 8   

216．165 0   

7．630 0  

3，620．謂0 8   

鋸1．873 2  

1，738．7金0 4   

3化471 ま   

279，72‘ii  

l，a関．矧）3  

1．0乳耕0 2   

31ナ858 8  

1，986～338 3   

5肱225 1   

267牒0 0  

l．002，210 2  

lt596，了40 3   

お．拍）〔  

3．gO2，575 8   

576．欄1   

3～壬3，51g l   

氾針は）2   

852－1郁 2  

1犯・i40 0  

い削．釧）3  

1賂736 0   

鋸0，36a1  

2，3犯一170 4   

825．913 2   

狐50侍 8  

10膏了6，据7】913，013，8別 26il，253．弥重 20 8瀾6～i71i9 8董198▲1了61了 9，8ヰ2，650 2111，5紙678 2き 9，387．518 20  

召‡務艮給料手当  

事務栗  

山張径盟  

研修莞  

福祉授産蘭  

接待交際塑  

会議鷺  

宮光雄費用  

〟般管理費  

1、1郎∴‖ 2 1．19l．15：：  

15l．726 0 186，265 0  ∽6．豚11   睨、組10  368．5141 21現・t00 O 173．284 0  417．8姻1   

5了5」27 1 ilO．0湘 0  2弧855 8  

2．772，4㍊ 5 2，138，203 5 2，7弧8915   

防5，耶91 912，249 2  2鍋，2301   

53，4910  358．3671   

425，77き 1 537，4421 244，137 0  

5，7弧47さ18 5，078，31110 4，578．4》毒 8  

367，100 1  

3t211，39i 7   

2舷描 0  

3弧2朗 1   

7弧834 2  

5，112，8鳩11   

矧800 8  

3】1軋7さ7 7  

166，91ひ 0   

467，5031  

1．2弧舗13  

5，468，2451i   

60，の0 8  

3，071，0516   

349，1i71   

242誹71  

1．2狼0513  

5，161，98611   

終い樹）1  

3．4491026 7   

352．1681  

172，608 0  

1－398，576 3  

8，0払9削 ほ   

軋0㈹ 8  

3，242．鑓8 7   

2弧250 1  

1弛748 0   

992，69j 2  

5，202，1791i  

営基点用絆  

支払利息  

支払地代  

退職給与引当金擾入  

貸倒引当金描入  

常炎外雑莞  

圧縮拍  

51，2抱㍊19i嬬8犯庵78 97 48瀾2，1亜 89   鳩Oi5，551g8 彿1犯7＄9 98 46．‘i45瀾4 97 織818，075 98 48．郁1，018 粥  

592瀾81 1肌2271 ・140．18i1   

2弧000 0  2吼0研 0  2軌0㈹1   

封2，2741 371瀾31 323，崩0】  

71，硯 1  29，‘1118  

19，7718 i恥▲i30 8  鴫833 8  

4，05qO㈲ 7  4沌75，000 9  

352，7691 2＄7，6951 22i，115 0  2弧30′18  283，4991  

260，0001 260．000 0  260，0朋1 365，65811，039．矧）2  

2略瞞0 0  2犯8伯 0 177，680 0  316．ほ81 3犯3121  

152．488 0  封7．き7己i1 762，01】2 180，082 0  ほ7，527 0  

常雄外魚用小計  5，2弘鍋19i．軌864 3 6，070－66511  9揖，329 2 1，115牒9 2 1，4犯8掘 3 1，1ユ8，156 2 1，81i，078 ∫i  

経常費用計  56．47ヰ．2121㈹ 織126，5般180 弘972，814iOO 亀998．朗0100 鴫2弧628100 471眺6601∝】弧9別澗11鮎 棉8了2，僧6j㈹  

‡司定資産発那員  】朋，略壬  523．細島  5欺㍊8  82，360  

j靴音‡】外封塵望葦  ヰ．655   1㍊．772  1，0弧0㈹  75，550  格607  221，5勺3  

臨時損失  2，753．480  1，351，榔き  

特別損失  2－753．480  1，5軋4Ⅰ9  8孤460   川犯Om  75，550  48，砕7  272，873  82，368  

費用会長1・  軌227．692  弧626．981 55，6恥2了4 ・48，ひ18．排  他312，178 ‘17，915，267  51，謂7－18i 47諸5Jj，456   
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1993  1994  1988  1989  1990  1991  1992  

金胡 比率 金額 比率 金額 比率 金額 比軍 金額 比準  金額 比率  金額 比率  

1，7弧396 3  2，1弘407 3  

8，131，309 5  3～2弛000 4  

ユ、181澗4 2  2．封5，了27 3   

9弘Ⅰ97 1 1，2妬220 2  

弧000 0  

種苗致  

肥料費  

戯素戯  

燃料盈  

nl●fil汀門  

猶材料蟄  

小器災整  

」ふ二．・l二■門  

1．218，778 2  2，沸2瀾1 ヰ 1，了11牒1 3  2，′圭19，252 4  2，9汎677 4  

2，飢7，㍊2 4  3，62l，406 ＄  

1．2恥745 2  2，751，61g 4   

878，司朗 i  954．謂9 1  

10，3的 8  1恥116 0  

1，713，91g 8  

1，2穐704 2   

姐い那 2   

350．抑0 1  

2～072－768 j   

3i2．740 1  

1瀾3∫972 2  

‖鴫㈹D 3   

glき．23ひ 2   

812．鋸＄ 1   

320．師0 Ⅰ  

Ⅰ，g15，503 4   

3：：．弧）l   

略紺〕 C  

2，551，拍2 5   

965，732 2   

693，293 ま   

328．000 i  

l，了紙778 4  

182．423 0   

8弧9抑 2  

3，2弧258 5  日20．519 2 1，溢臥郎0 2   7乳＆77 l  

弧797 0   3氾031 8  

25さ．800 0 1，721．164 3  47a，400 1 i－978，790 2  

8．済5，11613 12，鴨2．02115  材料戯小諸‾‡■  7牒屯鰍i・i g，31i，18918  9，お9．951柑 10，さ58，11016 13，46現g2119  

役員報酬手当  5誹0．00OiO  4，馳00O g ・i18軌耶0 9  5牒8，瑚 9  5，2軌000 7  5，鎚0，0㈲ 9 10，12l，57012  

略g65，152 25  玖9粕575 22  

1，407，∬0 2 l．4犯弼 2   

572湖9 1  355，8朗 0  

社員給Jす  1a～1晩695 25 i2潤も5劉 25 1扶802，63126  

属用労既  1瀾乙700 3   750．100 2   6犯950i  

猶手当福利豊  司，7略950 9  司，2弧580 8  6．0絡75011  

14，089，580 23 1乳12l．045 26   

66＄．160 1 2．038，650 3  

5，胡乱卸0 9  2．142，8昭 3  

24．826，05137 29．86臥8開 き8  労働費小津十  弘859．訟蔓5 47 22．3弱，150 4I1 25董3取㌶147  25，お乳028 42 2？，580，4g5 39  

減価償却費  6．0弘5了O12  5，773諸了711 さ．688，94810  6，8略24010   

別6，9811  

丸693，540 了   

455t797 1   

632．09J11  

1，8弧司20 3  

2，376．009 4  

1，9諷部3 3  

了．27さ．183 9   

8汎126 1  

＄．416．誠1 7   

4汎088 1   

79i，泌i1   

7穐080 1  

5，g・18，891 了   

812．028 1  

5．743，374 9   

7調書910 1  

1，533，朗2 2   

勺61，728 1   

669，0拡 1  

1，56g，740 3  

3．255，810 5  

161，＄79 0  

さ．714≠990 8   

827．405 1  

2．鍋5誹5・i   

5乳917 Ⅰ   

6端284 1   

571β22 1  

3．476瀾6 5   

2軋711 0  

機械難儀蘭瀾料  

維持修済資  

光熱水道鷺  

保険料  

租税公課  

閏委託費  

その他の経鷺  

248．7郁 1  甜い郁l  

2．660．189 5   

425｝8a2 1   

鴇0，335 1   

361，800 1  

1，鋸仇637 3   

犯216 0  

i，司67．1弧 3   

565誹72 1   

鎚6，598 2   

朗31700 i  

l，・i39－445 3   

略OSO O  

i，513．8r柑 3   

お2．495 ユ   

8弧朗6 2   

303．502 ま   

弘000 0   

5．㈹ 0  

19，6妬564 29 22，3犯12i27  1尋，1弘289 22 1も9花620 21  9，128諸5318 11，511．672 22  氾8弧70さ 28  

事務員給料手当  

一‥務■持  

出張徒費  

研修費  

福祉厚生費  

接待交際費  

i：，苑す7  

常光雄蘭瀾  

般管理費  

1瀾1，52・毒 3  2，521，払10 3   

汎608 け   i7．535 0   52g，289 1  374，962 1  227，30各 0   8了0，497 2   醐，鋸2 1  

i36澗8 8   

7∫19誹5 1  

4．327，9ユ1 8   

575牒O 1   

246．9き1】  

1，5略587 3  

8．鮨2，45315   

222，000 0  

3，052，7さ1 4   

3穐787 1   

3旧，253 0  

1，202，813 2  

5，641，128 8  

35．〔仰〕 0  

2，450．875 4   

233，021 0  

15卓．コl（1 0  

1，謁l，466 2  

6，柑9，了0i 9  

123．920 0  

3，41鋸漸 4   

374，2511   

291，さ75 0  

1，516，63・i 2  

8，28i．郁210  

11，d20 0  

乳2l－i，g97 5   

鎚9，658 1  

1弘879 0   

777．515 1  

5．398膏94 9  

3弧5防 1  

2、759，90き 5   

310誹5 1  

i35，86了 0   

46l．263 1  

4，378瀾6 9   

426．203 1  

2．j78～499 5   

5g5．鮨3 1   

8l．715 0  

1gO，100 0  

3．抑9，818 7  

官業彗用紆  繊一！お，132 94 47牒9，857 92 娘5S9．803 9a 55，48g，413 92 6ユ，8弧162 88 汎255．4お 出 了2誹1，613 88  

支払利息  1汎5011 113i586 0   69．423 0  1払3j9 0  199．槌7 0  司川，7201  512，4㍊1  

支払地代  l．752，390 3  2，6犯730 5  2．机570 5  3，1iノi，218 5  軋518－829 9  7，恥‡削10  8，022，96710  

退職給与引当金株入  S2日96i  618，6721  了29牒O1  947，謂9 2  968．8齢 2  868，25311，吼9D2Ⅰ  

貸倒引当金繰入  2弧000 0  

常基外雑費  557．9約1  6乳286 2  562，350Ⅰ  625，8251  8弧る081  

月三縮損  

営業外聖和小計  3，021，570 6  も0さ2，274 8  ヰ，卸3事223 7  も871－751き  8，52き，61312  8，誠5，35ヰ12  9，828，30212  

経常悪用計  52，j弧了021昭 弘6柁1all閑 53，563，026100 63．9鳩524100 70，1軋775 ま00 67，6鳩了89180 絶36g，915100  

l蚕麗聖戚発卸根  絶245  5格4了2  961，3・柏  

期間外雑費  298バ50  2乳540  1汎357  2船  12fi．鋸9  

臨時損失  一重．る25，800  3．602～罰0  6，982，500  5ta弘666  

特別損失  ＄，124，750  2取引0  勅357  3，6略折5  699．521  6，g＄2，500  6，285．仰6  

費用合計  57．581，452   弘軌67i  53，7肪濾‡  弘弼9，9闇   70，朗i，2粥   78－603．289   紙654，921   
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付表1注1）各年度損羞爾1儲潜（総会資料及び税務申告番類参照）により作成。  

2）92年皮決算から損益計算督の形式が企業会計原則にのっとった形に大きく変更されているが，  

勘定科目の継続性からそれ以前の方式に敵視して革製lきした。  

3）個々の取引の勘定料‡ヨの間追いは振懲（仕訳）伝蕾を参考にして可能なかぎり修正し，退職金  

その他の非lヨ常的項目については決算後に変更されていることもあり，それらを含めて生理しな  

おした。その内の主要なものほ営業経費用に含まれていた支払小作料の支払地代への振執 常葉  

経費用と営案外雑鷺の混乱の整理，常基経収益と営楽外雑収益の訂‡Eなど。  

4）事務員腰料手当は82年より社員給与に含まれている。憺訓穿損失の主なものは退職金である。  

5）費用科闇のうちお雛；銅こ多いものの内容を見ると，75年の再委託費4，819，128には東員農協への  

萬委託費1，075，670，その他個人の大口の苗委託3件1，539，990，76年も再委託費3，987，343の  

内東員農協への新香託鷺1，056，000である。また，82年皮の公租公課2，307，570の内1，671，370  

は法人税の中間納付分，86年の公租公課4，263，280の内3，349，020ほ過年度納付を含む魔人税  

分である。   



法人経常  51  

付表2 比較損益射蘭磯（その2 収益の都）  

1972  1973  柑74  1975  1976  1977  1978  1979  

金裾 比率 金報 比率 金糖 比率 金観 比率 象徴 比率 金朝 比率 金額 比率 金徴 比率   

全機械作業受詑収益  

トラクター作基受託収羞左  

帝背光土笛  

m櫨作衆受託収議長  

田植機貸借収益  

コンバイン作淡受託収益  

力ントリー仲基受託収名産  

その他消魚収溢  

戯産物売上瀾  

常基経収益  

5．・凋抑113  

9，‘110．940 23  

12，偶6．446 30  

1．141，了813   

4汎0601  

6，078，3誠15  

4，6絡52012   

7紙0渕 2   

395，8651   

232，350 8  

8，2粥，70817  

10，572．959 22  

1司，497，374 31  

1，お0，947 3   

3托358 1  

6一印2，＄34 ユ4  

4．飢3，17211   

さ軌9銅 1  

1ごJ．〔机） い  

1弘袖D O  

9，9妬168 25  

5，814，了1・1i2  

13，014，9お 32  

1，275．別8 3   

309．i151  

5，672，6151－l  

－i，47i．15311   

川，0脇 0   

4勒2了2 1  

1矧8051  

10，8妬854 27  

1，8i3，336 4  

抽9鴫389 27  

1花∫i19 0  

167，176 0  

5，269，76213  

5，251，41713  

2～782，130 7  

1，8弧諒2 さ  

1膏59，736 4  

12．別g，鵬3 30  

4，827，了77i2  

9，3織06さ 23   

2犯i70 0   

207－8輸 0  

5．8弧8g514  

㍍凰牒㊥ ‖  

2．朗8．る榊 6   

666，293 2   

鋸9，079 2  

13－026，6g7 25  

13，29よi，き99 28  

7，了43潤015   

60．500 0  

1穐王00 0  

鋸髄，釦618  

4．3弧320 g  

2．015バ68・1  

1，011瀾7 2   

了6も4501  

8 8 3，705，謂413  

椚勒116 罪 6，4汎4月5 23  

筑ほ1，440 ま7 5，錦3．43128   

613，900 3  5弧娼了 2  

1鋸，轍）1 440，148 2  

・l，519，379 2・i 7，352．148 28   

お5．105 5 1．謂0．D24 5  

2，4弛9細13 2，01裾猟L 7  

114．器7 1 2縛，0（氾 1  

171，鋸7Ⅰ 5泌，1㈲1  

常光収益金紆  i8，8弘15ヰ100 2る．勘678iOO 職路1，朗9100 47，2絡818108 礼恥3おi00 40牒0湖1100 4日隠礪2100 51，4ま2．727100  

受取利息  8  17．482  軌了69  71，975  241誹4  72，Ⅰ65  鴫683  57、詣8  

W・般補助金  8  肌5（滑  謂2，㈹  1，試7．531  2略0抑  i，0鴫6師  8独000  l．1軋000  

図種補助金  i2．743，㈱  0  0   4，1絡000   2，i恥㈹   2，207，伽  0  0  

常来外雑収益  351，評7  529．857  62，580  266，950  625．9川  498，994  59．859  3絶I13  

営業外収益合計  13▲0汎507  7乳捕  525．3媚  6，011，456  3，210，214  3，8犯759  9き2誹2  1．5執鵬  

閲定資産売却益  0  0  818，了19  0  川1，】30  汎0㍊  77潤7   1犯410  

特別城l民話姦  0  7日抑  463，455  9犯郎3  1j41892  0  乳710  0  

軒別収益食詰十  0  7l．朗7  1，282．ま74  927蓼873  288，022  織田3   167，817   i狗410  

1瞑名産合計  31．758，661 29，151，3朗  42，468】8了2  弘198．147  鴫7弛621 礼6礪．393  42，1略221 53，け格630  

費用合計  31．015，429  2玖m．弼  礼325，9柑  52誹9．18上  嶋26い盟  妬216．さ2a  ＄9湖4，413  47，431．郎6  

税引i鉦漁期純利益  了鴫232  8弧278  1，142．g54  1，228．986  535，4公  器9，5TO  2，203．888  5，朗6，764  

営業判読忘  95g，375  1．軌5閑  2．臓．5g8  481，015  1，ほ7，鎚5  1．172，032  2澗0．439  6▲O16，6摘  

営淡外利益  △166－973  △15i．278  △さ97，7那  724諸1＄  △621，693  △435，524  △5柑，735  △軋047  

特別利益  △49，170  △9乳953  △9鳩85g  ・ま1，1お  △尋朗  △3鴫9謂  △229，8饉  △2弛877  

経常利益  了92，402  i．掛9董231  2，091，畠13  1．Ⅰ85．揖1  5お牒2  738，さ腫   2，描，704   5．8了5t641   
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19鉛  1981  柑82  1983  1984  1985  1986  1987  

金穐 比率 金額 比率 金額 比聯 愈徽 比率 金額 比率 金額 比率 金額 比率 金額 比率  

裾m，072 2ヰ 沌812，2閑1812－073，766 2412．75了，鋸2 2713，8略7ま1281き．189、2司7 2512．0弧116 231l，8絶7＄B 23  

17，拡8．678 29 20，3犯451別 7，軌1901S 4，7軋ま鋸10・ま，611－490 9 5潤も133115，ヰ16，尋5218 4．596，ユ泌 g  

亀269，9畠14 乳朗乳釘O17 諷8吼85017 乳777．5502011，3a7，6∝）2311．卸2．250 2210，656，9明 28 氾1了9，お0 20   

会報械作異受託収益  

トラクター仲基受託収益  

曹啓発土笛  

閏槽作激安托収名産  

闇概槻横槍収益  

コンバイン作並受託収益  

力ントリー作蒸発紀収益  

その他滑免職ぷ  

庖産物売上高  

常数雑収益  

5吼4841   

弧鮎0 0  

7，1弧37014  

6，5汎11512   

732，890 2  

7，5汎渕514  

2．1瀞，853 4   

3乳780 1   

1G．・はl □  

7，0犯76014！  

6．792，26S13  

1．9弘263 4  

8，了17，％7 ほ  

1曹221，淵）3  

516】器01   

3i．850 0  

5，5弧了5011  

5，313，35511  

1．誠了－819 3  

5，416．47611  

2，＄篤731＄   

41金，3921   

5】．氾） 小  

5．976牒512  

5．3軋鑓511   

747．5誠 2  

7，11ユ，51014   

466．1551   

451，2541   

鳩㈹ 0  

6，鋸9，Sll13  

8，255．21212   

567．a551  

7，003．＄9614   

4化10さ1  

261，7851   

S5，958 0  

8．1乳97了 ま6  

6．8隠22014   

757誹5 2  

3，3隠8溺 7  

2。398膏17 5  

733，8111   

占6．Ⅶ） ○  

肌695．78618  

5，373，alO 9   

翰7，g601   

亜7，8171  

l．0tl．：S1 2   

6取1鮮1   

99．100 0  

9．1弘87715  

dt20i．820 7   

493，8脇1  

2．017，977 3  

2，6弘拡7 4  

弛a13，舛9100 弧237．841100 50．417雷5兆1㈹ 48．1・払567i00 札9弧鋸61抑 51，828，7別1抑 乳782．朗51（和 50．7了4，2231∝l  営米収孟昆合落十  

153，1娼  j94，105  147，6幻  9吊拡  101，196  1独7㍊  137，幻2  29．474  

121．000   2，295．了師  1．774，㈱  680，㈱  1，1鳩008  5測，0㈲  14g．0輸  1娘000  

4．0弧0醇  0  ・もg75，000  0  0  0  0  0   

2犯泌6  略1了0  卸，郁1  0  9乳482  1，6軌S19  3犯288  軌420  

受取利息  

→敏補助金  

幽駆補助金  

常雄外雑収益  

4．5汎529   2，揖7，g75  6，略勧  7Sl－006   2，2弧87る  2，8罪，252  6絡818  889．8飢  営業外収お億朝・  

‡規定梵鐘死卸益  177，閑5   1乳3建  ¢  0  51－002  201，024   1鈍912  78，了23  

特別雑収益  255，6関  0  399．010  汎7鎗   1独73了  81暮5鎚  ∬0，075  673諸50  

特別収益金紆  432，鰐3   18＄，8建  a99．飢O  gさ．783   1弧T99  2隠562  i－軌g87  7抑573  

収益金首十  鑓．3吼281 鴫231．994  57．7略230  48瀾5，お6  52－3弧52さ  5司，422，575  軋434，350  ＄2，51づ，掴  

費用合琵1・  弧227，692  的626瀾1 55，83¢，274  略01乳鴎0  略312，178  棉915諸67  51．2彿川4  鮪軌458  

税引前当期純利羞忘  4，1ほ，5鶉 12†685，815  2，112．956  976．47＄  4．8格別5  6，5帆訳8  3．227，248  4，500，2封  

営業利益  7，1略7鎚 12．412，16さ  l，515．謎7  2，1㍊．016  2，8取器7  5．恥舗7  2，9阻478  4，7払205  

営業外利益  △670，352  1，鍼．911   8弧019  △232．323  1，i23，狛9  918，捕  △511．き弛  △吼1別  

特別利益  △2，3犯817  △1，314誹61  △2穐棚  △g玖21T  l15．249  213，9∬  772，114  6隠2ほ  

経常利益  6，一i3現礪 13．91鋸洞  2－371．4礪  1牒0．693  3膏93．瀞6  6．293，353  2，∫i55，182  3．892，821   



法人経常  

1990  1991  1992  1993  1994  1988  1989  

金筍 比率 金緻 比率 金紙 比率 金鶴 比率 金種 比率  金胡 比率 金額 比率  

全機械作淡交紀収益  

トラクタ…作基受託収益  

野路売上高  

rH植作非党紀収益  

【刀根機貸檜収益  

コンバイン作光受託収益  

力ントリー作業受紆モ収益  

その他約負収益  

農機磯発上嵩  

常光雄収益  

6，4絶Ⅲ811 8，261川場15  9，・i85．256 ほ  9，8毒1，42814  7．133，412 9  

3瀾3t592 7  2，139，旧2 4 1瀾1．786 3   8～ほ牒91  972，9（碍1  

7，591．02815  

3．鎚説088 8  

8，駕3．18017   

405，∞O 1  

0 0  

5，鋸7，60812  

6，7恥65613  

2，177，028 4  

1乳了汎3鑓 28   

g汎183 2  

8，弱5，45916  

8，3細，145 6  

8607．67616   

4㍊瀾11   

弘一柑）0  

5，812，24611  

8．1鎚．335 ユ5  

1－5払129 a  

15．699，了24 29  

l．270～997 3  

鋸蘭．2il13   

㍊7．868 1   

16，ほ0 0  

月，8i2瀾j 7  

6，481，220 9  

7，234，52610  

25，恥0，7713了  

S．219，1a8 7  

鋸那．99815   

372．65・i1   

3均1211  

5．135．192 8  

4．539，782 7  

7．∫i22．鶏512  

25，2弛920 48   

7執027 1  

14，307．177 ま7   

511，0鎚 1   

2汎510 0  

‘l．朗‘l暮251 6  

‘l，9弧72さ 6  

3，封3．763 4  

札柑鋸潮欝   

367．902 i  

9，0弧29118   

3？1，400 1   

犯・i00 0  

5．別i．50810  

8，・賄87215  

2．7絶215 5  

粗相．822 34   

984，i80 2  

8，478，75515   

3；7、】州 1   

18，6㈹ 0  

5，3汎論510  

7，3弘1各B18  

2，517，7卸 5  

17，7弧02ヰ a3  

2，310．3柑 4  

雷光収益合計  鳩772，1101（相 識522，8021斡 汎吼爛1粉 乳45諷711100 70，8汎了40100 83，377，6ぢ61（和 弘8弛3ま6100  

225，3娼  518．9朗  378－420  80，9別  紙539  

2，241．336  3．45i，鎚0  3瀾l牒7  3，814，502  2諸01．435  

0  0  0  8  0  

日79，1饅  633，～i20  1，2払朗8  5」75，358  1，749．953  

受取利息  42．149  31誹8  

刷磯柳助金  9礼291  2．ひi3牒1  

閣擁補助愈  0  8  

常基外雑収益  O  145，1鮎  

3．8格7拍  4，6払拭0  5，114，幻5  凱0弧7g4   ・i，5褐927  営端外収議長合紆  9絡440  2，2犯675  

0  0  0  35，494  0  

祁．0了6  a潤8膏59  11738牒＄  8  1，102．708  

固定資産究創芸是  0  115，臓  

特別雑収益  埼＄粥  476，郁5  

桐．076  3，盟6β59  1，了弧5g6  a5，撼i  l，102．708  特別収益金紳  15－5甜  5軋1了8  

60瀾2，35了   弛989．732   77，二m．171  72．463，9封   87，57さ．951  犯7玖110   56．㍊j，6∬  

絶747t3出   払帆969   70牒1嘉296   礼餓3，鍋9   弧8弘921  57誹1．452   51，朗1．671  

6．9弘g74   △王，020，237  6，829，875   △2，139．㍊5   △1，併8，970  

了．幼2，88き   △1．010．702  9．199，さ了8  4、122，231  9，a51，703  

△司さ7，438  △287．甜1  △3，電場．778  665．448   △5．2鳩375  

△ilO．281  2弧l舅  1．馳075  △6牒7．806   △5．182誹8  

7，0鴫255  △1，278．393  5▲790．耕0  4．787，併ま  司，103．328  

税引前当糊純利益  

営業利益  

常光外利益  

特別利益  

経常利益  

△6．鍋7，842  4，薫52瀾5   

㍊8，978  5，932．945  

△2．035，138   △1，鑓1．599  

△5，1鴫190  351．揖9  

△1，6g私娼2  4，101，朗6  

注り付表1注1）～3）に同じ。   

2）貸倒引当金戻入は特別雑収益に含む。76年までの土木調薬請負収益科目はその他清負収益に含む。   

3）79年のトラクター収益13，2弘599には慮常圃場整備軍楽の代かき4，223，006（10a6，000），小変揺種   

3，268，951，大豆作発受託948，000の大口受託を含んでいる。91年の特別雑収益には退職給与引当金戻入   

3，602，360を含む。92年の営業雑収益5，219，138には材料末期卸商2，361，450（この年のみ）を含む。ま   

た，93年の営業外雑収益5．175，358の内には冷夏による水稲共済金3，785，476，小変共済金913，550を含  

む。   
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付表3 比絞貸借対j損表  

勘定科目  柑72  1973  1974  1978  1979  1975  1976  1977  

金朝 比率 金櫛 比率 金額 比率  金額 比率 金箱 比率  金殿 比率 金粗 放準 金額 比率  

Ⅰ流動資産  

戯協普通貯金  1，細＝6310iル1仇461131，718t70610 1，2玖411・i レl恥蛤6 5 3，631諸9913 8，7姐狐 3210．器3，2・18 36  

銀行懲通貯金  0 0  8 0  0 0  0 01．9鳩000 6 i軋017i  

未収金  鎚9，725 6 ユ，515．74511 582．119J！ 4瀾2．91616  492，錆3 2 ユ，7弧5016  

購入糀1等r  4織839 3  0 8 ‘192．528 3  0 0  5汎825 2  867，6翫 3  

購入猶材料  0 0  0 0  弧㈹0 0  5司，750 0 132，3渕 0  243．0721  

432，375 2 ・1乳6312  

377，7671 43了．223 ∑  

・i15，254 2  0 0  

い 0  ‥ l  

し10  0 0  床土  0 0  0 0  00，糾0 0  矧000 0  8 0  8 8  

流動賢産紆  2，789，827 20 3～3弧206 24 2，895，35316 6．192．077 賢け 4，＄59，・1朗15 6，6弘123 23  9．9幻諸97 3611．269，894 39  

Il川定汚祀  

督菌建物  

トラクター  

格納郎  

乾燥機  

腎菌根械曇護園  

督菌和  

昭植機  

コンバイン  

鉄壷1，了粥 23  

4，Ⅲ7，幻714  

1，761牒H 8   

2犯5181   

8略682 2  

0 0  

i，3弧477 5  

2，541，5219  

？略8縛 3  

13，920 0  

1801淵）0  

5，974．謂3 21  

3，477▲92612  

＝嶋瀾1 6  

171．鎚7 1   

439．鍬；2  

0 0  

l，8乳7114  

4，3朗．92215   

576．432 2  

13牒20 0  

1榊．【甜 0  

8，155，a朗 29   

305，370 2  

0 い  

l† 0  

2，193，ま6？16  

‘】11，307 a  

㍍猟場0 9  

：．川1．冊〕1丁  

3，鋸7．868 28   

614，001 4  

0 0  

8 8  

1．555，15011  

198，8～17 1   

7軋239 6  

2．2犯41016  

8，125．‘155 26  

柏9軌72・135  

0 0  

0 0   

7職583 3  

0 0   

914．875 3  

2．拡9．614 9  

7，5蝕17125  

7，776，958 26  

2，010，・柑）7  

0 0  

l．1柑．53∫14  

8 0  

1，786．関16  

5，057，87617  

6．967，盟2 25  

5，5弧862 20  

1．朗1，734 7   

3払6鎚1   

朗1バ03 2  

0 0  

1，6S3，856 6  

月，000澗11j  

7，9弧589 45   

基7，435 2  

0 0  

0 0  

1，1関，745 6   

鎚，S531   

別屯697 5  

3、816，諏5 22  

その他の機械著護災  264．13121，035．1d9 8  48包948 3  9阻733 3  3弧58ま1 67l，392 2  

舗装施設  315，王87 2 193，1671 71．167 0  紙6∝〉 O i8，3昭 0 13，928 0  

外部出鷺  1軌（郁1 1∝川昭1 10玖0001 1軋000 0  王弧0㈱ ひ 1軋000 0  

固定無産紆  Il，390．釦6 881ひ，517．揖Ⅰ7614．幻4，51g 84 24，8j9，7＆i80 25．恥22Jl防 21，825，了18 77  17，鈷2，鋸2 朗1了，8ユ乳8服 81  

斑産合首十  14，179．933i0013，874，03710D17．729，872100 30，8jl，8別ユ00 弧203，708100 弘樹8揖100  27，鉛8．7391∝〉 29，鳩7，1‘盲2ま00  

玉Ⅰ流動免惜  

農協未払金  0 0  鞄772 0  軋礪5 0  1，120 0 1汎160 0  0 0  

給油所凍払金  皇き，669 0  恥6751 94，刷1i14，505 0  88，了78 0 ・i9，722 0  

その他の未払金  1，043，632 71．616，誠012 ∫i．196パ謂 2・i臥柑5．899 26 1，53鉛毒90 5  601，522 2  

塩湖燃入金  0 0 18，900 0 2．000．・i0011  0 0  0 0  0 8  

納税引当金  0 0  0 0  0 8  払552 け 12，863 0  77，1き7 8  

い）鉱2∝蓼 4 1，0乳865 4  

1g3．6謂1 上94，4朗 ユ  

0 0  0 0  

0 8  0 0  

△1，829 0  0 8  

流動負債琵十  川8＄．781る1，758．2071a 6．3鳩3朗 36 8，267，封6 271，了織2916  7犯適1さ1，2犯8撼 41暮275．153 4  

Ⅳ固定負債  

農業近代化賢金  10．8脇，0伽 718，568．000 62 7．i勅000 40 5，712，00019 9，532，〔蜘 32 8，592，000 30 6～1乳8㈲ 22 3，7ほ．灘013  

その他長押j借入金  0 0  0 0  0 0 9，2弧000 301l，5鳩800 誠11，引払0脇 41抽7他＄96 39 9瀾2．弧L 鋸  

退職給与引当金  0 0 107．9501 2蛸，366 2  3a3，9751 871，428 2  813▲167 a  9鈍30・壬 41．262．78ユ 4  

固定負磁針  抽8紙皿 7ま 8，675，950 63 7．4弛3舗 fi215，325，975 50 21，7鳩420 72 20瀾5，167 7417諸67．008 8J】1も饉6，784 51  

魚放念酎  11，麟7817810，4弧157 75 ほ1773，730 78 23薄93，0217了 23t512，71178 21，673誹8 7619，帆佃9 8916，1軋氾了 56  

Ⅴ資本  

資本金  21謂0．㈱17 2】3札的01了 2．き弧0㈲i3 5．麟00O16 5，000，㈹17 5，0恥㈱18  

利益準¢iざf金  0 0  0 0  23▲鮒0 0  47，㈱ 0  9掴㈹ 0 11・i，000 0  

遇峨給与魔立金  0 0 175，9001 375，90ひ 2  8弧000 3l．150，脇）∫壬1．1弧㈱ 4  

任意殿立金  0 0  0 0  30－000 0  軋㈹ 0 138．0彿 0 1犯㈱ ま  

未処分利益剰余金  7j3．232 5  913．980 7i．176．742 71～271．別0・1 316牒71 422，293 2  

税地利益剰余金  0 0  33，702 0  ㍊，788 8  4逐，874 0 △2格431△1 32，723 8  

当期純利益  7賂232 5  舶0．2了8 61．1′毒2，9詠i6 1，2犯g66 ∫ま  ＄35，～紹8 2  a汎5701  

針鍬＝胱18  

1漁（蜘1  

i，1馳8冊 4  

i8010001  

2．274．730 8   

恥922 0  

2，203，8他 8  

5．腑．00017   

猫用0 ユ  

1－3軋め0 5   

謂8，000 1  

5瀾5．205 20   

278．4411  

5．朗6．76419  

資本針  孔O93，232 22 3，服用組ま5：．9乳142 22 7，2鴫鋸024 6，6弛鮨7 22 ＄，8鳩29き 24  8，743，730 3112，釦5，205 4j  

負債及び豊本会ぎ十  i4，179牒310α13，87司瀾7100 托729，872100 犯84】，861108 30．283．7081昭 弘欄，841i樹  27，関8，7391間 29．砥7，1ノ≦2180   
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勘定料眉  1980  1981  1982  1983  1984  1985  1986  1987  

念鶴 比率 金額 比箪 金裾 比率 金箱 比率 金朝 比率  金鞘 比率 念瑚 比率 愈凝 比率  

1流動瞥産  

遇協普通貯金  

銀行普通貯金  

未収金  

購入種菌  

購入済材料  

床土  

流動資産汁  

3．57S，17913 9．撼ひ，290 25 払193，2罰 25   

ぶ7．7011 986，492 3 1，ほ0，7お‘1   

741，338 3 7，棚，3r16 21 3．267，97】10  

0 0  0 0  0 0  

0 8  0 0  0 8  

0 8  0 0  0 ひ  

12，437牒9 4011，095，53Ⅰ3417，2眼145 4616，0玖2る0 4218．77‘i，443 45   

2賂2531 65018娼 2  7封．う1a 2  954．さ36 2 3－910，おglO  

2，需7瀾2 9 7，788，棉 2く1 8，2玖77122 5，7（汎28015 4，602，79711  

0 0  0 0  0 0  0 0  0 0  

0 0  0 0  0 0  0 0  0 0  

0 0  0 0  0 0  0 0  D O  

舶弥＝1817 玖511，128 d812，811，936 3915，611，78i5019，535．払i7 60 犯2略329 70 22，7諷鎚6 58 27，287，579 66  

Ⅱ固定怒産  

腎萬建物  

トラククー  

格納擁  

乾燥機  

曹萬機械器払  

胃」■汀絹  

椙塵餞  

コンバイン  

その他の機械菜謹厳  

尉一浪施設  

外都政資  

・11392．？▲皇214 4，搭7，柳12 3▲766．67210 3，487，939 9 3，229．鑓2 8  

・l，720，63815 き．884瀾511 2，8払812 8 7，682．83さ 20 5，813．お514  

5，5絶26120 5，ま22，87414・＝一i3，78115  

2，750133910 2．粥3－323 8 さ奮728，78618  

1，543．072 6 l，44・隻．316 4 1，351，郁ひ」皇  

1犯5411  96．486 0  72，3D5 0   

3昭，誠01  略62尋 0  822．き27 3  

0 0  0 0  0 0   

軋澗2 3 1，さi5牒7 4 1牒3，163 5  

10．181，598 37 6，441，67618 3諸65，紗112  

ユ，539．620 8 2，023．6616 1，4取951∫主   

13，920 0  ユ3．920 0  13，920 0  

1恥〔嘲 O l軋㈹ 0 100．椰0 0  

＝断ぷ7 ∠  

0 0   

452，2681   

亜，672 8  

1．d16，952 4  

1，526，027 5  

1，052，462 3  

0 8  

11札0琳 0  

l，108，5了7 a  

O O   

321，2鋸1  

8 0  

1，247，899 3   

743，はL 2  

1，215，963 3  

0 0  

1く札0師 0  

1，0汎829 3  

：札50l い   

2穐97il  

O O  

l，250，25・】3  

1，1弧鋸6 3   

620，6㈲ 2  

口 0  

1犯0拍 0   

971．221 2   

30，5αi O   

ほ0．729 0  

け 0  

1，2乳鉢5 3   

7≦粗2礪 2  

1，9弧揖8 5  

0 （き  

1恥附0【  

1．265，360 占i   

軋229 8   

603，824 2  

8 8  

1，027，2了8 3  

2，伯い描）8   

811，3封 3  

0 8  

1凱000（  

固定資産計  22，771パ6ま 鑓  主5，一概085 5013，305，123・ま1まl，3隠358 3ロ15，576．787 41】4，313，850 飢  略720，687 5219，761，007 61  

資産合計  27，455，879100 36，231，815】80 32．372誹3ま80 3川軌849100 32瀾0，i70180 37，553－∽7100 乳315．65al∝〉 妬80レ1291脚  

軋配動負債  

戯協未払金  1，2軋575 5  了取組0 21，617．76ロ さ  

給油所未払金  125，1161 gi．1gl O  93，了掘 0  

その他の未払金  8 0 2，2犯㈹＄ 6  ？．000  

短期槽入金  8 0  0 0  0 0  

納税引当金  11．500 0  0 0  0 0  

21405，160 8 2，朗9，200 7 2．478，625 7 1．8弧345 5  5¢0 0  

】01，580 0  日3．739 0  織812 0  64，530 0  妬103 8   

楓538 0  0 0 1瀾1，鎚0 司  誠0，137 2 1，0犯000 3  

8 0  0 8  0 0  0 0  0  

0 0  0 0  0 0  0 0  0 0  

2，‘175，012 7 1誹斑．餓3 3  2バ51，276 8  2．392瀾9 7 孝一l弧01711  流動免償紆  1，401，19ま 5 3，181暮156 91，718，d66 ＄  

Ⅳ固定免職  

農業近代化資金  

その他艮期借入金  

過囁蘭書㈲度闇  

9軋㈱ 3  4乳000 2  0 0 2．‘i凱0餓 6 1，8乳000 ィi  2，7恥00018 1．9犯㈲0 さ1，朋0．蠍）4  

侶麟・i87 お 8．209，182 2a 7，302．289 23 6，3弘65・茎 215，392，Ⅰ6716 8，3汎67812 3，a紙727 9 2，2胡書622 6  

1，2亀7揖 5 ユ，578川8 4 1，gOl．480 6 2，119．560 7 2，封0，誠0 7 2，5略0・拍 7：＝机168 7 3，1乳辟2 さ  

乳212，527 25 6，904，718 柑 乳5了9，脚 22 7，253，0941了  13，0亀190 481i．707，222 32 抽6隠769 33 9，・i43，21d 30  固定負債紆  

負債合計  14．449．謁153i4．8鴫378 －il12，362，235 鎚1い削．4gO 3910．6払▲166 3211，鵬735 3011，054瀾9 29 8、3欺697 20  

Ⅴ資本  

聖本金  

利益準備金  

退職給与・積立金  

任愈積立金  

束処分利益剰余愈  

5．0恥00018 5，㈱，的01・15．靭00015 5，000．0昭i6 5，0僻，㈹15 5．0恥㈹013 5，㈱，000 ほ 710榊，00017  

1，3恥000 51，8恥悼0 5 月，〔郁，00012 4，a00，ひ冊14 ▲1．5帆00014 5一期00013 7，000．0聞18 軌0恥㈹19  

2，0脇，0測 7 2，服用㈹ 7 月－7弧00015 5牒鋸珊16 e．珊輸0 ユ5 5．5吼〔鵜15 8，5吼00017 7，800，00017   

脚，矧）3 1，錦町謝）d：．馳0師 9 3，3吼0㈹11 3，＄吼00011 4．j51．朗412 S．000．Ⅸ和13 6．昭）．聞014  

3，8犯′19814 氾743，437 30 3．3犯7樽11 ユ，逐弘359 5 4，2恥70・i13 6．587，諷817 鼠760，7封10 5．28l，7a213  

繰越利益剰余金  △2醜聞1△l△i，軋576△51，197．752 －i 5取折3 2 188．3591  0 0  533，508 2  了21，∫i98 2  

当期純利益  川2，5鍋1512，6時，013 お 2，112．956 7  976，‘！76 3 4，0格別512 8，5恥部817 31227，246 8 4．5恥2朗11  

祭木酢  13－0鰐，498 47 弘4弘鳩7 59 犯O10．708 6219，086，き59 6122，23司，7鋸 斑 犯瑚瀾2 78 27，2弧754 7ま 33－281．73288  

免償及び資本金言・1 27，・i55．郎9100 3＄，23】．鋸5i㈹ 32，372，9毒alOO 31，0弧849100 32，8姉170100 a7，553，6871昭 謂，315，6531聞 41．吼42glO8  
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勘定科目  ま9餌  1989  1990  1991  1g92  1993  1g94  

金敬 比率 金箱 比率 念緻 比率 金凝 比率 金額 比率  金閣 比率 金敬 比率  

Ⅰ餞数鷺座  

職協普通貯金  

銀行普通貯金  

未収金  

購入種苗  

購入済材料  

床土  

6．474，6那 ほ  ま2，216，676 31 23，7職0▲13 47  

1瀾7義567 5   35も036 1  5猟棚1  

2．3犯982 7  4，097，65111 2．432．781 5  

8 0  0 0  0 0  

8 8  0 0  0 0  

8 0 1．545，（削 ヰ   5勒の01  

6，655，27116  

沌5略855 26  

3，823，矧19  

0 0  

0 0   

2軌000 1   

81，7さ5 0  

払975．542 45  

3．296諸59 8  

0 8  

0 0  

紅組い胤卜 三  

11．233，052 24  

6．0氾91313  

1，9犯箔1 4  

0 0  

8 0  

2，7弘248 6  

10．一i32．9弘 21  

5，1弘878 用  

1，729，鮎7 4  

0 0  

0 （〉  

2，174，949 4  

流動資産紆  

H固定資産  

腎萬建物  

トラククー  

格納棚  

乾燥塘  

腎断機械器艮  

宵闇箱  

船摘職  

コンバイン  

その他の機械崇筈抱  

舗装施紋  

外報出費  

10，813，i誠 30 18t2沌a鑓 47 27，1弘312 54  2i，237，了28 52 弧815，6粥 56  21，9弧556 47 1g，＄21，6づ2 39  

11，軌9班 34  2．735，鋸8 7  

4，‖0瀾812  3．481，鍾19  

0 0  8 0   

孤5鋸 0   30．5鋸 0  

1弧了29 1  ユ弧729 1  

0 8  8．196諸92 21  

2，欝2，933 5  

3，i軋162 6  

0 0   

30，50・i 8  

i恥729 1  

7，032．93尋14   

2．別5，・i96 6  

2．515J82 6  

0 0   

恥504 0  

1軌729 1  

6，助，2581＄  

1，433，愴3 3  

j，00い3210  

1牒瓶弧） 3  

8 0  

2－171瀾8 4  

2，鋸．155 5  

0 0  

l．司39，201 3   

425，1鏡 1  

5，1？7．394 9   

831，912 1  

さ．鎚5．研518  

1，0軋朗6 2  

0 8  

8．0弧朗816  

1l，2g2，207 23  

0 0  

i，6舶，227 3  

137．さ脇 0  

0 0  

1，2i2，773 2  

3．請0．51i 7  

1．219．424 2  

0 （】  

9，424，973 20  

2，598，謂7 8  

0 （）  

1．887－027 2   

3弘074 1  

0 【蓼  

1．933．039 4  

5．4軋57＄12   

8弘3朗 2  

0 0  

873，631 2 1，2i8．006 3  2，2鎚．5g7 4  

5，4格9了41S  3．4狼9謂 g  6．舗0誹113  

1，朗乳268 5 l，19i，了86 3 l．425，槻 3  

0 0  0 （）  0 0  

1凱矧） 0  Ⅰ00，0的 0  1（冷】船D O  1，942．拡8 司 1，876，539 3  3，謂5．43＄ 7  3，403．692 7  

固定蟹疲謝  礼8略928 70 20誹i，139 53 22，9飽903 46  19．872，212 48 鉱き亀6幼 朋 25募057，8誠 53 30誹乳1幻 81  

斑産合計  弧422，I141∝〉 謂．777，502100 弧135，2151船  4l，i89．932180 55．1沌2肪1抑 46潤6．礪1∝i 49，軌825100   

111流動n情  

戯協未払金  105，450 8  1弧罷2 0  観1471  

給油所未払金  33，242 0   犯0了4 0   43．8飢 0  

その他の未払金  331，朗01  8弧475 2  2．i17，439・i  

短期槽入金  0 0  5払㈱1  378，00O i  

納税引当金  0 8  0 0  0 0  

2亀10－11 2t755．猟墓 5  

0 0  （） O  

i．司27．る91 3 1，135，43了 2  

252．000Ⅰ  372，0281   

27川5 0   27睾鋸5 0  

上，2執279 3  5独705 1  

0 0   60，283 0   

2吼618 1  5弧8卸 1   

織880 8  1飽朗6 1   

7l．845 0   46，朋5 0  

流動魚椴紆  j了仇53211，弘L611‘1 2，925．欄）6  ＝喝牒0 5  4，289，750 8  1，6弧022 ヰ  ユ，j22，509 3  

】Ⅴ閣怒負概  

感光近代化豊金  1，200．00016  6∝川田 2  3．糾0．000 8  

そ砂地長期槽入金  6，薫23，818 5  3，7ほ008 9  21784，000 5  

退職給与引当金  3，7け包1魯iO 4，324．朗011 5，054，72010  

2牒8，㈹ 了  7，248，批01き  

1，8弧000 5  928，0∽ 2  

2｝399．749 8  31794．粥8 7  

8．朗8．（樹 上8 1】．7弘000 24  

0 P  づ 0  

2牒2，25王 6  d，濾5，153 8  

固定負燐紆  11，3独9粥 32 8潤6，剛 22 11，67合，720 23  了，1汎749Ⅰ7 11，970，998 22 11，640，25124 15，軋1狙 a2  

負債合諾十  1i．8吼518 幻 18．1軋45126 14，8帆Ⅰ餓 29  鋸捌，289 22 沌2穐74＆ 29 13，3帆273 28 17，273，6＄2 35  

Ⅴ資本  

資本金  7．0軋000 28 7，000，嘩018 7，000，00014  

利益司郎き青金  9．0勒800 2さ  9．000，輸0 23 9，000，㈹18  

退職姶母機立金  8．靴8伯 23  金，0弧∝和 21 8，0帆0輸18  

任忠積立金  8，9弧4鳩 20 8．950．408 ほ 6．9犯40814  

未処分利益剰余金  △7．き独酌2△21△2，3執357△6 4．矧洞17 柑  

繰越利益剰余金  △521，4ヲ8△2 △6瀾7一別2△18 △2，354．お7△5  

7，000．00017  

9．7吼000 23  

8．7織㈱ 21  

了．000，相 柑   

格4了2 0  

1，鵬5，了的 3  

7，㈱，00013  

9－700，（削18  

8，了恥脇〕16  

7，＄∞，40814  

5牒5．11010  

△974】765△2  

7tO00，000 ほ  

9．700，000 21  

8，700，0001g  

8，800．00018  

△310，275△1  

1，829－挑0 4   

7．㈱，僚014   

9，7抑，00819   

8，7恥的018   

8，＄吼4機i7  

△1，お9，245△3   

△310．2了5△1  

当掛純利益  △6．807，3j2△19 も452，g85i2 6，9弘97414 △1，8犯2さ了△3 6．8独875 ユ2 △2，139，335△5 △1，878，978△2  

豊本別一  紙821．596 67 28，598．0517∫135瀾吊25 7132．02さ．朗3 78 諷855，51る 7133．690牒 72 32，611，183 65  

負椴及び資本合計  35，42＝14聞 取777澗21（旧 犯1お．215i00 41，109，932100 55．118，2861拒 絶駆6．4溢1的 場軌825100   
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付表3 注1）各年度貸借対照表（総会資料及び税務申告潜難劉罵）により作成。  

2）固定費塵は圧縮記帳後め現在価のみ表している。農薬改良資金はその他盛期倦入金に含む  

（92，94年は分離せず）。  

3）75年のその地米払金8，13畠，掴の内主なものはトラククーの半額支払い分（未収金にも含まれ  

ている補助金分）4，105，000，ボーナス分1，973，243などである。  
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付表4 二運転資本の月末残高の構成  

19了4勾三 戯協普通貯金親行普通貯金 未収金 流動鷺應計 農協未払金 給油所未払金 その他未払金 短期借入金 流動負債絆 純運転資本  

jP】笛  1，840，～161  O l，515，了45 3．3弧206   30．772   95，675 1．816，860  14膏00 1，7乳208 1，597，998  

1（月〉   2，603，301  

ウ  1，7汎872  

3  2，6i4．619  

4  531－5甜  

5  2，315，960  

6  5，6i3，029  

7  】．7】⊥582  

8  3，201，柑7  

9  2，732，156  

10  2．司猟793  

11  2－づ62，408  

0   ∈札750  2．783，054  270  

0   弧500 1，8略372 1，887，668  

0   90，500  2，705，iユ9 1．897，7了8  

0   ミ札5ⅨI  622－000 1，956．006  

0   ミ札500  2，406，460 2，0弧536  

0   勒5甜 5．703，529  2，056，666  

柑9，620 1，616，860  

117．956 1，5犯0的  

Il‘i，294 1，4抽000  

ほ9，46g  310，ロ0日  

封，172   310，000  

2～17．583   310．000  

307、508  3，7】0，鵡0  

27．596  4．姻1，049  

51．778  3．710，000   

14，900   

14．900  

2，000，400  

2，000．400  

′i．0（札づ00  

4，000，4鋤  

′l，0（札400  

2．000，40〔〉  

2，000，400  

1，77ユ，650  

3，540，5別  

5，∫i22，‘172  

4，425，875  

6．397．10る  

G，別・】．じ・拍  

8，Oi8．158  

6，5i9．415  

5，767，698  

931，404  

△1，692，152  

△2．717．353  

△3，803，875  

△8，990，6∫18   

△鋸1，120   

179－190  

△1，6弧998  

△1，4略322  

0  6．485．766  8．1紙別8  

0 1－62乳22日  4，8犯417  

0 Ⅰ，829．220  4，361．376  

0  235．670  2．6鈍463  

0   2弛670  2，698．078  

8   鎚0．045  2，390，751  

151223  285．124 3．710，000 2，000，4即 6，0用，747 △3，3鳩284  

73，465   82，398 2，3抽000 2，0（吼4冊 4．4（札263 △1，768，185  

5～l，065   軋460 4，196，439 2．000．4甜 6，3織364 △3．9弘ぢ13  12  1，718，7D6  

i‡Z均  2，424，891  0   9汎199  3，422，090  771，815  134．972 2，2蛛785 2，00乳7司6 5．1弧318 △1，736，228  

j抄j首  9，080．29ひ  9弧492  了89，飴0   鋸，191 2，2犯085  7，515．760 17，582．542  0  3，10い56 1恒ほ1，さ86  

ヨ（月）   7，235，500 1，8弘0～14  

2  9．608．826 1，102，818  

3  8．6沌773 1，170．3了0  

4  1，d24，624 i，237，922  

5  1，260，545 i，194．372  

6  11，6ま8．1▲i5 1，019，803  

7  6，1紙759 い）28，359  

8  7．947．g59  734．455  

9  6，2払537  738－39i  

lO  2，912，989 1，8弘591  

11  2．29了，858 1，096．22了  

12  8，ユ弧230  エ，1弧735  

6．8犯192 15，1（欺736   

9汎103 11，702、747  

789．朗0   99．927  2，2犯885   0  3．109，892 ユ1，9g9，844  

0 1，8弧831 9，851，916  

0 12，8弧918 △2，2犯795  

0  5．9犯㍊2 △2，627，119  

0  6，1鴫715 △3．134．940  

0  8，978．521 6，2犯285  

0 1，865，328 10，615，802  

0 1，9紙172 8，503，243  

0  2，250，624  6，282，591  

0  2．5弘487  3，032，330  

0 1－i（札gO9  3．478．634  

0 1，7略′i66 10，893，470  

32，1了4 1．81鋸那  

96，8011．818，657  

1織039 1，8略657  

318－812  ま．818，657  

1略356 1．818．657  

42，273  0  

37，327  0  

1j6，724  0  

23い119  0  

99，409  0  

93．786    7，000  

820，980 10，6略123 10，92いi梢   

660．717  3，323事263 3．982，686   

555，858  3．010．775  づ，008，246   

855．858 i3．193事806  j、988，508  

5t293．212 12．4j弧330 1，823．055  

Ⅰ，7≡粗001 狐421，415 118弧朗5  

1，580，287  8，533，215  2，ほ3，900  

1，580，287  5，5弧8i7  2，323．068  

1，1∈札458  4．579t543 1，00ユ．500  

3，267．97112－611．936 1，617，7棉  

平均  6．3弘537 1，刑6，737 2，5〔札130 9，903，′104 2，5鞄9了1 121，320 1，04】，573  0  3，752，864  8，1弧540   



59  法人経営  

湖笛    2l．5肱615 1．1弧167 4，602，797 27，287，579  1．750   紙103  8絡534   760，000 】，6弘  謂7 25．653，192  

1（月）  20，342，407 1，1弧167 3，0弧025 蝕522，599   1，750   47，986  0  760，000  8吼了36 23－712．863  

2  17．9阻369 2．15づ，627 2．009，626 22．1弧622   78．∫ま00   乳778 1，000，000  760，000 】諸92，1了8 犯238，4現  

埼471，547  

2．G17．266  

1，2帆833  

4，779，258  

2，5上略594  

7－722，954  

7．186，258  

5．338，701  

9．1弧098  

7勒0けD  2，11‘】，248  

760，000  2，34d、821  

760．000  3，613，30了  

7（札000  3，953，801  

7恥000  ∫i，040－949  

760，000 1，193．862  

7軋000 1，544．163  

7恥080 1．614．11了  

7恥000  2．6取掛i  

3  13，5織762  2，529．40了 1，589．626 1了．585．795 1，3弘860  

4  925，774  2，6犯687 Ⅰい109．626  4，962，087 1．492，1ノ10  

5  1，】軋827  2，626，687 1，009，626  ∫l，818，140  2，6弘560  

6  5，川3，i76  2．6穐257   989．626  8，733，059  3，113．g72  

7  3，007，66D  2，6～iO，257   93軋626  6，587，543  3，2：狼205  

8  3，6t札103  2，j77，832  2，7賂881 8，916，816   391＝30  

9  4，1犯482  2．395，617  2．208，き22  8．7弧421  6弧725  

川  2．8略了29  2，a95，6】7 1－738，472  6，952，81＆  778，295  

11  8．432，693  2．231，187 t，152．272 11，816，152 】，8ミ氾8づ5  

12  7，7略080  2，231，187   960，322 1ひ，9a7，589  ユ，8鴫885  

；乳謂8  0  

92，舶1  0  

19臥7′i7  0  

79，829  0  

ト】．7トt  ロ  

39，432  0  

97．ィ】38  0  

75－822  0  

39．209  0  

52．謂0  8  6犯000  2，568，2‘i5 8．369，3小室  

6乳伊il l勅503  7≡札000  2，305．鎚2 10，3（軌258  平均  8，491，7朋  2－2弘592 】，867．604 12．813．940 1．346，138  

0  0  0   jl・i．724 19，21l，耶0  硯督  13，315，897 6．010，797  0 ユ9，326．694  114－了2・i   

512，36d  

I，273，5司3  

2，961，927  

6，083．578  

3．96い闇  

3，129，373   

627，619  

3，411，534  

l，011，39a  

I，284．735  

1，155．632   

931，989  

8   512．3′12 王1．6弧868  

0  い柑5，897 12，50日，796  

0  3，1独557 】0，3賂‘199  

8  6．33L】53  2，′ほ1，473  

0 ・勺，2：札985  △鋸．663  

0  3．182．668 13，302，116  

0   694，諷）1小川．064  

0  3，5‘17．鮒0 8．901，253  

0 1，0穐駒0 9，237，585  

0 1．350，36S 弘5～i4．153  

0 1，2〔礼499 28，133．189  

0 1，068，786 15．8陀970  

22  0  

15－736   2（狐818  

1帆630   63，000  

184，575   63，000  

269．833  0  

53，295  0  

略了21  0  

1弧346  0  

38，】42  0  

85，633  0  

触867  0  

136．797  0  

1（月）  11，1∠12，∫113 1，佃0，了97  

2  1Ⅰ，0礼j75   99L867  

3  11、333．216 1，193，867  

4  8．6織786 1，183，867  

5  2，2鉱698 1．075．684  

6  15．990．953   －i85，591  

7  1′】，826．573   4了5，591  

8  12．125，119   315，774  

9  g，879，5i1  399，374  

10  25，541，307   3‘i4，974  

11  29、207，777  117，671  

12  ま6，鋸0．24S l賂271  

0 12，Ⅰ′i3，210  

i．97（），35113，9弧693   

948，973 13，∫竜76，056   

9・格973  8，782，G2（；   

855，940 ‘l．166，322   

8，2－iO 16，鳩4，78J1   

8，240 15，1拍仙1   

8，240 12，4娘13a   

玖別0 10，287，125   

8，240 25．8弘521   

8，240 29，333，688   

8，240 16，961，756  

弧427   25，586  0  2曹1賄826 13－115，713   ‡†乙均  13．837，鋸4  j．056，856  367．鋸0 15，262，539  2，033，813  

注1）各年度総勘定元帳より作成。   

2）棚卸資産を除く流軌資産から流動負債を差し引いて純運転費本とした。   




